
HP Service Manager Software

Windows®およびUnix®オペレーテ ィングシステム向け

ソフ トウェアバージ ョ ン ： 9.20
HP Universal CMDB-HP Service Managerインテグレーシ ョ ンガイ ド
ドキュ メン ト リ リース日 ： 2010年6月

ソフ トウェアリ リース日 ： 2010年6月
 



ご利用条件

保証

HP製品およびサービスの保証は、各製品およびサービスに添付された保証書に記載の明示保証のみとな り ます。 本書のいかな

る内容も当該保証に新たに保証を追加するものではあ り ません。 HPは、 本書中の技術的あるいは校正上の誤り、 省略に対して

責任を負いかねます。

本文書に記載の事項は、 予告なく変更されるこ とがあ り ます。

限定保証条項

機密コンピュータソフ ト ウェア。 所有、 使用、 コピーには、 HPによる有効なライセンスが必要です。 FAR 12.211および12.212

準拠。 商用コンピュータソフ ト ウェア、 コンピュータソフ ト ウェアマニュアル、 技術データは、 ベンダの標準商用ライセンス

に基づき、 米国政府にライセンス供与されています。 

著作権

© Copyright 1994-2010 Hewlett-Packard Development Company, L.P. 

本製品には、 Eric Young (eay@cryptsoft.com) が作成し た暗号ソ フ ト ウ ェ アが含まれています。 本製品には、 Tim Hudson
（tjh@cryptsoft.com） が作成したソフ ト ウェアが含まれています。 Smack ソフ ト ウェア copyright© Jive Software, 1998-2004。 SVG
Viewer、 Mozilla JavaScript-C （SpiderMonkey）、 およびRhino ソフ ト ウェア Copyright©1998-2004 The Mozilla Organization。 本製品

には、 OpenSSLツールキッ トで使用するためOpenSSL Projectが開発したソフ ト ウェアが含まれています。 
(http:// www.openssl.org)。 OpenSSL ソフ ト ウェア copyright 1998-2005 The OpenSSL Project。 All rights reserved. 本製品には、 MX4J
project (http://mx4j.sourceforge.net) が開発したソフ ト ウェアが含まれています。 MX4J ソフ ト ウ ェア copyright©2001-2004 MX4J
Team。 All rights reserved. JFreeChart ソ フ ト ウ ェア © 2000-2004、 Object Refinery Limited。 All rights reserved. JDOM ソ フ ト ウ ェア

copyright©2000 Brett McLaughlin, Jason Hunter。 All rights reserved. LDAP、OpenLDAP、Netscape Directory SDK Copyright© 1995-2004
Sun Microsystems, Inc.。 Japanese Morphological Analyzer© 2004 Basis Technology Corp.。 Sentry Spelling-Checker Engine Copyright©
2000 Wintertree Software Inc.。Spell Checker copyright© 1995-2004 Wintertree Software Inc.。CoolMenu ソフ ト ウェア copyright© 2001
Thomas Brattli。 All rights reserved. Coroutine Software for JavaはNeva Object Technology, Inc.が所有しており、米国および国際著作

権法で保護されています。 Crystal Reports Pro およびCrystal RTE ソ フ ト ウ ェア © 2001 Crystal Decisions, Inc., All rights reserved.
Eclipse ソフ ト ウェア© Copyright 2000, 2004 IBM Corporationおよびその他。 All rights reserved. Copyright 2001-2004 Kiran Kaja and
Robert A. van Engelen, Genivia Inc. All rights reserved. Xtree copyright 2004 Emil A. Eklund。本製品には、インディアナ大学Extreme!
Lab (<http:// www.extreme.indiana.edu/>) が開発した ソ フ ト ウ ェアが含まれています。 Portions copyright  Daniel G. Hyans, 1998.
cbg.editor Eclipse plug-in copyright  2002, Chris Grindstaff. 本製品に組み込まれたソフ ト ウェアの一部はgSOAP ソフ ト ウェアです。

gSOAPが作成した部分は、copyright© 2001-2004 Robert A. van Engelen, Genivia Incです。All Rights Reserved. Copyright© 1991-2005
Unicode, Inc. All rights reserved. http:// www.unicode.org/copyright.htmlの利用規約の下で配布されます。

商標

JavaTMおよびすべての Java関連の商標およびロゴは、米国およびその他の国における Sun Microsystems, Inc.の商標または登録商
標です。

Microsoft®およびWindows®は、 Microsoft Corporationの米国における登録商標です。 

Oracle®は、 Oracle Corporation （カ リ フォルニア州レッ ド ウ ッ ド市） の米国における登録商標です。 

UNIX®は、 The Open Groupの登録商標です。
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ドキュ メン トの更新

本ドキュ メン トのタイ トルページには、 次の識別情報が含まれます。

• ソフ ト ウェアバージ ョ ン番号。 ソフ ト ウェアバージ ョ ンを示します。

• ドキュ メン トの リ リース日。 ドキュ メン トが更新されるたびに変更されます。

• ソフ ト ウェアのリ リース日。 このバージ ョ ンのソフ ト ウェアのリ リース日を示します。

新の更新について確認する場合や、 新版ドキュ メン ト を使用しているこ とを確認する場合は、 次のサイ ト を参照してくだ

さい。

http://h20230.www2.hp.com/selfsolve/manuals 

このサイ ト を利用するには、 HP Passportに登録した上でサインインする必要があ り ます。 HP Passport IDは、 次のURLでご登

録いただけます。 

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

または、 ［HP Passport login （HP Passport ログイン）］ ページの ［New user registration （新規ユーザの登録）］ リ ンクをク リ ッ ク

して ください。

該当製品のサポートサービスを受けている場合は、 更新版または 新版ドキュ メン ト も入手するこ とができます。 詳細につい

ては、 お近くのHP営業窓口までご連絡ください。
3



サポート

次のHP Softwareサポート Webサイ ト を参照してください。

www.hp.com/go/hpsoftwaresupport 

このWebサイ トには、 連絡先の情報をはじめ、 HP Softwareの提供する製品、 サービス、 サポートに関する詳細な情報が記載さ

れています。

HP Softwareオンラインサポートには、 お客様によるセルフソルブ機能があ り ます。 業務の管理に必要な対話型の技術支援ツー

ルにすばやく効率的にアクセスするこ とができます。 サポート カスタマのお客様は、 サポート Webサイ トで次のサービスをご

利用いただけます。

• 必要なナレッジドキュ メン トの検索

• サポート ケースやエンハンス メン ト要求の提出およびト ラ ッキング

• ソフ ト ウェアパッチのダウンロード

• サポート契約の管理

• HPサポート連絡先の検索

• 利用可能なサービスに関する情報の確認

• 他のソフ ト ウェアカスタマとのディ スカッシ ョ ンへの参加

• ソフ ト ウェア ト レーニングの調査および登録

ほとんどの場合、 サポート を受けるには、 HP Passportユーザと して登録した上でサインインする必要があ り ます。 また多くの

場合、 サポート契約も必要とな り ます。 HP Passport IDは、 次のURLでご登録いただけます。

http://h20229.www2.hp.com/passport-registration.html 

アクセスレベルの詳細については、 次のサイ ト を参照して ください。

http://h20230.www2.hp.com/new_access_levels.jsp 
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1 はじめに
本章では、HP Universal CMDB と HP Service Managerのインテグレーシ ョ ンに関する以下の項目を説明します。

• インテグレーシ ョ ンの目的 （10ページ）

• 本ガイ ドの対象者 （10ページ）

• UCMDBに格納される情報について （10ページ）

• Service Managerに格納される情報について （11ページ）

• マルチテナン ト （マルチカンパニー） のサポート  （11ページ）
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インテグレーシ ョ ンの目的

HP Universal CMDB （UCMDB） と HP Service Manager間のインテグレーシ ョ ンによ り、 UCMDB システムと

Service Manager システム間で、 構成アイテム （CI） の実際のステータスに関する情報を共有できるよ うにな

り ます。 ITIL プロセスにおける構成管理と変更管理のベス トプラ クティ スを実装する組織は、 このインテグ

レーシ ョ ンを用いるこ とによ り、 CI が、組織がサポートするこ とに同意した属性値を実際に取っているこ と

を確認できます。

このインテグレーシ ョ ンを用いるこ とによ り、 Service Managerの変更やインシデン トのレコードを自動的に

作成し、 予期しない属性値を取る CIを更新したり、 切り戻すこ とができます。 Service Managerでは、 CIの実

際のステータスがCIレコードで定義された予期されるステータス と一致しない場合に実行するアクシ ョ ンを

プログラムによ り定義できます。

インテグレーシ ョ ンによ り、 ユーザはいくつかの方法でCIの実際のステータス情報を表示できます。

• デフォルトでは、 インテグレーシ ョ ンによ り、 定期的な UCMDB同期スケジュール中に Service Manager

CI レコードの管理フ ィールドが自動的に更新されます。 また、 変更やインシデン トのレコードを自動的

に作成するよ うにインテグレーシ ョ ンを設定するこ と もできます。

• Service Managerユーザは、 CIレコードの ［実際のステータス］ タブを確認するこ とによ り、 CIの現在の

実際のステータスを表示できます。 ［実際のステータス］ タブをク リ ッ クする と、 Service Manager は

UCMDBに対する Webサービス要求を行い、要求が返したすべてのCI属性を表示します。Service Manager

がWebサービスコールを作成するのは、 ユーザがタブをク リ ッ ク した場合のみです。

• Service Managerユーザは ［UCMDBのビュー］ オプシ ョ ンを使用するこ とで、UCMDBシステムにログイ

ンし、UCMDBからの現在のCI属性を表示できます。 Service Managerユーザは、UCMDBシステムにログ

インするための有効なUCMDBユーザ名とパスワードを必要と します。

本ガイドの対象者

本ガイ ドは、 UCMDB、 およびService Manager システム間の接続を確立、 保守を行うシステム実装者やシス

テム管理者を対象と しています。 本ガイ ドでは、 読者に両システムへの管理アクセス権があるこ とを想定し

ています。 本ガイ ドにある手順は、 UCMDB と Service Managerのヘルプシステムにある情報と重複する場合

があ り ますが、 便宜上掲載してあ り ます。

UCMDBに格納される情報について

UCMDBシステムは、CIの実際のステータス と CI関係をCI属性と して格納します。 通常、UCMDBは1つまた

は複数のディ スカバ リ メ カニズム （フ ィーダ） を使用して、 CI属性値を自動的に検出します。 UCMDB と

Service Managerのインテグレーシ ョ ンでは、 UCMDBシステムで利用できる CI属性のサブセッ トのみが使用

されます。

詳細については、 インテグレーシ ョ ンのカスタマイズ （47ページ） を参照してください。
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Service Managerに格納される情報について

Service Managerシステムは、 CIの管理ステータスや予期ステータス、およびCI関係を、 CIレコード内の属性

値と して格納します。 インテグレーシ ョ ンに含めるには、 UCMDBシステムのCI属性を Service Manager CI レ

コードの管理フ ィールドにマップする必要があ り ます。 インテグレーシ ョ ンを管理する Service Manager Web

サービスをカスタマイズするこ とによ り、 インテグレーシ ョ ンに含まれる管理フ ィールドの追加、 削除、 ま

たは更新を行えます。

CIの実際のステータスがCIレコードで定義されている予期されるステータス と一致しない場合、システムは

アクシ ョ ンを実行します。 Service Managerは、 このアクシ ョ ンを定義するルールのセッ トに従って動作しま

す。 これらのルールは、 Service Managerの検出イベン トマネージャ （DEM） で定義します。 次の操作を行え

ます。 

• 実際のステータスに一覧される属性値に一致するよ うに、 CIレコードを自動的に更新する

（これがデフォルトの動作です）。

• 実際のステータス と管理ステータス間の差異を確認するための変更レコードを自動的に作成する。

• 実際のステータス と管理ステータス間の差異を確認するためのインシデン ト レコードを自動的に作成す

る。

マルチテナン ト （マルチカンパニー） のサポート

HP Universal CMDB （UCMDB） と HP Service Managerのインテグレーシ ョ ンはマルチテナン ト設定をサポー

ト しており、 これによ り、 Service Manager と UCMDBの両システムが、 会社 IDで構成アイテム （CI） と構成

アイテム関係 （CIR） を追跡します。マルチテナン ト設定では、 インテグレーシ ョ ンをカスタマイズして、各

テナン トが自社の会社 IDに一致する CI と CIRのみを表示して作業できるよ うにできます。 マルチテナン ト

は、 複数のテナン トにサービスと して構成管理を提供する管理サービスプロバイダ （MSR） 向けです。

マルチテナン トの要件

インテグレーシ ョ ンがマルチテナン ト をサポートするには、 システムは以下の要件に一致する必要があ り ま

す。

• HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.02以降のシステム

• HP Service Managerバージ ョ ン 9.20のシステム

• UCMDB と Service Manager間のインテグレーシ ョ ンが有効であるこ と

• Service Managerシステム上でマルチカンパニーモードが有効であるこ と

• Service Manager上でproblemスケジュールプロセスが動作しているこ と

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンに関するその他の情報については、 http://support.openview.hp.com にあ

る HP Softwareサポート Webサイ ト を参照してください。 次の関連マニュアルもダウンロードできます。

• HP Service Manager ヘルプ。 バージ ョ ン 9.20
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UCMDBに格納されるマルチテナン ト情報について

UCMDBシステムは、各CI と CIRの会社 ID属性を格納します。会社 IDによ り、 UCMDBシステムがCIデータ

の更新に使用するアダプタ と同期スケジュールが決定します。 各CI と関係レコードは、 1つの会社 IDのみを

取るこ とができます。 UCMDBシステムはService Managerシステムから会社IDを取得します。

複数のテナン ト （会社） が同一のCI を共有する場合、 各テナン トはCI を記述する独自の一意な CI レコード

を取り ます。 実際には、 UCMDB システムは 1つの管理資産を追跡するために複数のCI レコードを作成しま

す。 各テナン ト CIレコードはそのテナン ト固有であ り、 会社の一意な会社 IDを一覧します。

Service Managerに格納されるマルチテナン ト情報について

Service Manager は、 マルチテナン ト 設定での各テナン ト を記述する会社レ コード を格納し ます。 Service

Managerシステムは、会社 IDの確定的なソースであ り、UCMDBシステムに新規情報と更新された情報をプッ

シュします。

Service Manager は、 マルチテナン ト設定で、 各CI と関係の会社 ID を追跡します。 CI レコードは、 そのCI レ

コードを検出したUCMDBフ ィーダの会社 IDを継承します。 関係レコードは、関係の親CIの会社 IDを継承し

ます。

ベス トプラ クティ スの実装では、Service Managerはデータ制限を用いて、CIの会社 IDがオペレータの会社 ID

に一致する CI と関係レコードのみをオペレータが表示できるよ うにします。データ制限でビューを制限する

と、 Service Managerによ り、 変更要求と インシデン ト などのその他すべての関連レコードへのビューも制限

されます。

一意な論理名

Service Managerでは、 すべてのCIに一意の論理名があるこ とが必要です。 論理名生成プロセスで重複する論

理名の値が生成される と、 Service Managerは、 論理名の 後にアンダースコアと番号を付記して論理名を一

意にします。 たとえば、 2つのCIが論理名mytesthostを取る場合、 2番目のCIの名前はmytesthost_1に

なり ます。 重複する CIがも う 1つあれば、 その名前はmytesthost_2になり ます。
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会社レコードの同期

システムが、 マルチテナン トサポートのための条件をすべて満たす場合、 Service ManagerはUCMDB システ

ムに会社レコードの会社 ID をプッシュするためのスケジュールレコードを作成します。 Service Managerは、

UCMDBシステムに会社 IDをプッシュするかど うかの判定に次のルールを用います。

表 1　 　Service ManagerがUCMDB と会社IDを同期する条件

条件

テナン ト情報が同

期されるかど うか

作成されるスケジュールレコード と、

UCMDBで行われるアクシ ョ ン

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• Service Managerで新しい会社

レコードを作成する

はい Synch Company with UCMDB - 

<UCMDB会社 ID>

• 新しい会社 IDの追加

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• UCMDB と同期していない既存

会社レコードを更新する

はい Synch Company with UCMDB - 

<UCMDB会社 ID>

• 新しい会社 IDの追加

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• UMCDB と同期している会社に

対し、 マルチカンパニーリ ス トで

会社を表示するオプシ ョ ンを無効

にする

はい Inactivate Company with UCMDB - 

<UCMDB会社 ID>

• 既存の会社 IDの非アクティブ化

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• 既存会社レコードに対し、

UMCDB との再同期を行う

オプシ ョ ンを選択する

はい Synch Company with UCMDB - 

<UCMDB会社 ID>

• 新しい会社 IDの追加
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• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• 非アクティブな会社に対し、

マルチカンパニーリ ス トで会社を

表示するオプシ ョ ンを有効にする

はい Synch Company with UCMDB - 

<UCMDB会社 ID>

会社 IDの再アクティブ化

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが無効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• UCMDB と同期している既存会社

レコードを更新する

いいえ なし

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが無効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• Service Managerで新しい会社

レコードを作成する

いいえ なし

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが有効

• UCMDB と同期していない会社に

対し、 マルチカンパニーリ ス トで

会社を表示するオプシ ョ ンを無効

にする

いいえ なし

• UCMDB と Service Managerの
インテグレーシ ョ ンが有効

• Service Managerでマルチ

カンパニーモードが無効

• Service Managerで新しい会社

レコードを作成する

いいえ なし

表 1　 　Service ManagerがUCMDB と会社IDを同期する条件

条件

テナン ト情報が同

期されるかど うか

作成されるスケジュールレコード と、

UCMDBで行われるアクシ ョ ン
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UCMDB顧客 ID

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンを有効にする と、 各会社レコードに ［UCMDB顧客 ID］ とい う新しい

フ ィールドが表示されます。 UCMDB と会社レコードを同期するには、 まずこのフ ィールドの値を入力する

必要があ り ます。 UCMDB顧客 ID値を入力する と、 このフ ィールドは読み取り専用にな り ます。 一度設定す

る と、 会社のUCMDB顧客 IDは変更できません。

このフ ィールドには、 10文字までの数字データのみを入力できます。 フ ィールド値は一意の正の整数である

必要があ り ます。 重複した値を入力したり、 小数、 負の数、 ゼロを使用するこ とはできません。

UCMDB システムは、 単一テナン ト モードで実行時にはUCMDB 顧客 ID と して自動的に 1 を使用します。

Service Managerの会社にこのUCMDB顧客 ID値を割り当てるこ とで、 マルチテナン ト実装でこのデフォルト

値を再使用できます。 出荷時設定では、 UCMDB顧客 IDが1のService Manager会社はあ り ません。

UCMDBユーザ ID とパスワード

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンを有効にする と、 各会社レコードに ［UCMDB ユーザ ID］ と ［UCMDB

パスワード）］ とい う 2つの新しいフ ィールドが表示されます。 これらのフ ィールドを使用するこ とで、［実際

のステータス］ タブの情報を要求する と きに Service Managerが使用する接続情報を指定できます。 これらの

フ ィールドに入力するユーザ名とパスワードは、 UCMDBシステムで有効である必要があ り ます。

会社情報レコードに入力されるユーザ名とパスワードは、 システム情報レコードに入力されるユーザ名とパ

スワード よ り優先されます。 これによ り、 管理サービスプロバイダーは、 テナン ト別ベースでUCMDB シス

テムへのアクセスを制御できます。 会社固有のUCMDBユーザ名とパスワードを入力しない場合、 システム

情報レコードに入力された資格情報が使用されます。

会社コード

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンでは、 各会社レコードが一意の会社コード （会社フ ィールド） 値を取る

必要があ り ます。 会社コードは必須フ ィールドであるため、 既存の会社レコードには会社コード値が必要で

す。 ただし、 各会社レコードに一意の会社コード値があるこ とを確認する必要があ り ます。

CIレコード と関係に複製される会社情報

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンを有効にする と、 Service Managerは、 レプ リ ケーシ ョ ン中にCI と関係レ

コードに SM会社コード値を挿入します。 Service ManagerはUCMDB顧客 ID を使用して、 一致する SM会社

コード値を検索します。

インシデン ト レコードに複製される会社情報

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンを有効にし、 UCMDBが新規CI、 更新されたCI、 削除されたCIを検出し

たと きにインシデン ト を作成するオプシ ョ ンを選択する と、 Service Managerは、 レプリ ケーシ ョ ン中にイン

シデン ト レコードにSM会社コード値を挿入します。 Service ManagerはUCMDB顧客 IDを使用して、一致する

SM会社コード値を検索します。

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンを有効にした後は、会社コード値は変更できません。変更する と、Service

Managerデータが同期されなくなるためです。
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スケジュールレコード

Service Managerはproblem スケジュールプロセッサを使用して、UCMDBシステムへの会社 IDの同期を管理し

ます。 システムのsm.cfgファ イルに 「sm system.start」 行を追加するこ とで、 problem スケジュールプロ

セッサを自動的に有効にできます。 また、［システムステータス］ フォームで手動で有効にするこ と もできま

す。

同期の条件が上記の表を満たすと、 UCMDB - <UCMDB会社 ID>の会社の同期スケジュールレコード （Synch

Company with UCMDB - 1234567890、 など） が作成されます。 会社を非ア ク テ ィ ブにする と、 UCMDB -

<UCMDB 会社 ID> の会社の非ア ク テ ィ ブ化スケジ ュールレ コー ド （Inactivate Company with UCMDB -

1234567890、 など） が作成されます。 problem スケジュールプロセッサは、 次回のバッ クグラウンド処理の際

に新しいスケジュールレコードを処理します。

Service Managerシステムが何らかの理由でUCMDBシステムに接続できない場合、次のスケジュール間隔（出

荷時設定での間隔は 5分間） に会社の同期を再スケジュールします。 problem スケジュールプロセッサは、 再

スケジュールされたステータスでスケジュールレコードを更新します。 Service Manager システムがUCMDB

システムに接続中にその他のエラーメ ッセージを受信する と、 スケジュールレコードは、 「application failed

due to error - check msglog for possible messages」 ステータスに更新されます。
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2 インテグレーシ ョ ンのセッ トアップ
本章では、 HP Service Manager と HP UCMDB間のインテグレーシ ョ ンをセッ ト アップするための次のト ピッ

クについて説明します。

• インテグレーシ ョ ンの要件 （18ページ）

• インテグレーシ ョ ンのセッ ト アップの概要 （18ページ）

• HP Universal CMDB 9.00でのセッ ト アップの概要 （19ページ）

• HP Universal CMDB 7.52～8.xでのセッ ト アップの概要 （23ページ）

• HP Service Managerセッ ト アップの概要 （31ページ）

• Service ManagerへのUCMDB CIの転送 （40ページ）
17



インテグレーシ ョ ンの要件

UCMDBと Service Managerの間のインテグレーシ ョ ンを確立するには、次の必須コンポーネン ト をセッ ト アッ

プする必要があ り ます。

• HP Universal CMDB 7.52以降のインス トール

― 次の CI 属性を検出するための UCMDB フ ィーダと UCMDB 間の同期の設定 ：

– DDM （これはUCMDBのディ スカバリ フ ィーダメカニズムです）

– DDMi （これは、オプシ ョ ンである外部ディ スカバリ フ ィーダメカニズムへのインテグレーシ ョ

ンです）

― CI 属性を送信するための UCMDB と Service Manager 間の同期の設定 ：

– Service ManagerにCI属性を送信するための Service Desk ターゲッ ト アダプタの定義 （すべての

インテグレーシ ョ ンで必要）

• HP Service Manager 9.2 以降のインス トール

― システム情報レコードへの UCMDB URL の追加

• HP Universal CMDB と HP Service Managerシステム間のネッ ト ワーク接続

システムのインス トールと設定の方法については、 UCMDB と Service Managerのマニュアルを参照してくだ

さい。

インテグレーシ ョ ンのセッ トアップの概要

インテグレーシ ョ ンには、 UCMDB と Service Managerの両システムでセッ ト アップが必要になり ます。

タスク 1: UCMDBシステムをセッ トアップします。

HP Universal CMDB 9.00でのセッ ト アップの概要 （19ページ） を参照してください。

HP Universal CMDB 7.52～8.xでのセッ ト アップの概要 （23ページ） を参照して ください。

タスク 2: Service Managerシステムをセッ トアップします。

HP Service Managerセッ ト アップの概要 （31ページ） を参照してください。

タスク 3: UCMDBレプリケーシ ョ ンジ ョ ブを実行して、 Service ManagerにCIを転送します。

Service ManagerへのUCMDB CIの転送 （40ページ） を参照してください。

表 2　 　バージ ョ ン別UCMDB同期要件

UCMDBバージ ョ ン 要件

7.52～8.xx • 複合関係を同期するためのRMI ソースアダプタを定義する

（DDMiにのみ必要）

• CI変更を同期するための変更ソースアダプタを定義する

（DDMiにのみ必要）

9.00以上 CI変更と複合関係を同期するためのDDMプローブを定義する。
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HP Universal CMDB 9.00でのセッ トアップの概要

UCMDB 9.00システムでインテグレーシ ョ ンをサポートするには、 次のタスクを実行する必要があ り ます。

タスク 1: UCMDB と Service Manager間にインテグレーシ ョ ンポイン ト を作成します。

インテグレーシ ョ ンポイン トの作成 （19ページ） を参照してください。

タスク 2: マルチテナン ト設定をサポートするかどうか?

はい。 手順3に移動します。

いいえ。 UCMDBのセッ ト アップは完了です。

タスク 3: インテグレーシ ョ ンがサポートする各テナン トの独立Data Flow Probeをインストールします。

各テナン トの独立Data Flow Probeのインス トール （20ページ） を参照してください。

タスク 4: テナン ト固有Data Flow Probeを起動します。

テナン ト固有Data Flow Probeの起動 （21ページ） を参照してください。

タスク 5: テナン ト固有Data Flow Probeの IPアドレス範囲を設定します。

テナン ト固有Data Flow Probeの IPアドレス範囲の設定 （22ページ） を参照してください。

インテグレーシ ョ ンポイン トの作成

デフォルトのUCMDB 9.00 インス トールには、 Service Manager インテグレーシ ョ ンパッケージが含まれてい

ます。 インテグレーシ ョ ンパッケージを使用するには、 インテグレーシ ョ ンの接続プロパティを一覧するイ

ンテグレーシ ョ ンポイン ト を作成する必要があ り ます。

1 管理者と してUCMDB 9.00システムにログインします。

2 ［マネージャ］ > ［データ  フロー管理］ > ［Integration Studio］ をク リ ッ ク します。 UCMDBに、 インテ

グレーシ ョ ンポイン トの リ ス トが表示されます。

3 ［新規インテグレーシ ョ ン ポイン トの作成］ ボタンをク リ ッ ク します。 

UCMDBに、 新規インテグレーシ ョ ンポイン トプロパティの作成 ウ ィンド ウが表示されます。

4 ［インテグレーシ ョ ン名］ に一意のアダプタ名を入力します。 「SM Integration」 などです。

5 ［アダプタ］ で、 ［Service Manager 7.1x］ を選択します。

6 ［インテグレーシ ョ ンはアクテ ィブ化されています］ オプシ ョ ンを有効にします。

7 ［資格情報］ で、Service Managerに接続するのにインテグレーシ ョ ンが使用するユーザの資格情報を選択

するか、 作成します。 たとえば、 出荷時設定のService Manager System.Adminユーザアカウン ト を使用す

る genericprotocol: System.Admin資格情報を作成します。

8 ［Hostname/IP］ に、 Service Managerシステムの名前を入力します。 「mysmserver」 などです。

9 ［ポート ］ に、 Service Managerシステムの通信ポート を入力します。 「13080」 などです。

10 ［OK］ をク リ ッ ク します。
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11 ［サポートおよび選択された CI タイプ］ には、 ［Managed Object］ > ［ItProcessRecord］ から次のオ

プシ ョ ンを選択します ：

• Incident

• Problem

• RequestForChange

12 ［インテグレーシ ョ ンの保存］ ボタンをク リ ッ ク します。 

各テナン トの独立Data Flow Probeのインストール

マルチテナン ト設定をサポートする場合、 各テナン ト用に独立データプローブをインス トールする必要があ

り ます。 出荷時設定では、UCMDB インス トーラは1つのData Flow Probe とサービスのみをインス トールしま

す。 次の手順によ り、 追加のData Flow Probe をインス トールして、 オペレーティングシステムのコマンドプ

ロンプ トから起動できます。

1 管理者と してUCMDBシステムのホス トにログインします。

2 システムディ スク ド ライブにHP Universal CMDB 9.00 Setup Windows DVDを挿入します。

3 Data Flow Probe インス トーラ （HPUCMDB_DataFlowProbe_90.exe） を起動します。

4 画面の指示に従ってウ ィザードを完了します。 この際、 インス トールする各Data Flow Probeには次の値

を使用します。

a 各インス トールフォルダの一意なパスを入力します。

b 各Data Flow Probeに、 同一のUCMDBアプリ ケーシ ョ ンサーバアドレスを使用します。

c 有効なData Flow Probeアドレスを入力します。

d 各Data Flow Probe識別子の一意な名前を入力します。

e 各プローブに、 一意な顧客のData Flow Probe ド メ インを作成します （［標準設定の UCMDB ド メイ

ンを使用］ オプシ ョ ンをク リ アします）。
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f 各プローブには、 同じプローブゲート ウェイ とプローブマネージャ設定を使用します （結合プロセ

ス、 または独立プロセスの使用など）。

全体的なインス トール方法については、『HP Universal CMDBデプロイ メン トガイ ド』 を参照してください。

5 インス トールする各Data Flow Probeについて、 手順3から手順4を繰り返します。

6 テキス トエディ タで、プローブのDiscoveryProbe.propertiesファ イルを開きます。 デフォルトで、

このファ イルは次のフォルダに配置されています ：

<UCMDBのインストールフォルダ>\<Data Flow Probeのインストールフォルダ>\conf

C:\hp\UCMDB\DataFlowProbe\confなどです。

7 設定ファイルで次のプロパティを編集します。

8 設定ファイルを保存します。

9 各テナン トのData Flow Probeについて、 手順6から手順8を繰り返します。

テナン ト固有Data Flow Probeの起動

1 OSのコマンドプロンプ ト を開き、 プローブのbinフォルダに移動します。

 C:\hp\UCMDB\DataFlowProbe1\binなどです。

2 「gateway console」 と入力します。

3 起動する各Data Flow Probeについて、 手順1から手順2を繰り返します。

<Data Flow Probeのインス トールフォルダ>は、 テナン ト ごとに一意である必要があ り ます。

表 3　 　各テナン トに設定するディ スカバリプローブプロパティ

プロパティ 値

serverName UCMDBサーバの名前を確認します

customerId このData Flow Probeがサポートするテナン トの顧客 ID を入力

します

appilog.collectors.probe.name プローブ名が、 サーバ+テナン ト IDなどのよ うに一意である

こ とを確認します

applilog.collectors.domain Data Flow Probe名を確認します

appilog.collectors.local.ip Data Flow Probeゲート ウェイ名を確認します

appilog.collectors.probe.ip Data Flow Probeマネージャ名を確認します

appilog.collectors.rmi.port 各プローブの一意なポート を入力します

appilog.collectors.rmi.gw.port 各プローブの一意なポート を入力します

appilog.collectors.probe.html.port 各プローブの一意なポート を入力します

appilog.collectors.local.html.port 各プローブの一意なポート を入力します

appilog.collectors.ProbeUseSpecificRMIPort
From

各プローブの一意なポート を入力します。 「0」 を入力する と

システムが自動的にポート を選択します

appilog.collectors.bigBrother.port 各プローブの一意なポート を入力します
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テナン ト固有Data Flow Probeの IPアドレス範囲の設定

1 設定する Data Flow Probeのテナン トの会社 IDを使用し、 管理者と してUCMDBシステムにログインしま

す。

2 ［データ  フロー管理］ > ［Data Flow Probe 設定］ をク リ ッ ク します。

3 起動するプローブが含まれる Data Flow Probe ド メ インを展開します。 ［Customer2］ などです。

4 プローブノードを展開し、 起動する Data Flow Probeを選択します。 ［Probe2Customer2］ などです。

5 ［IP 範囲の追加］ ボタンをク リ ッ ク します。 

6 Data Flow Probeがスキャンする IP範囲を入力します。 オプシ ョ ンで、 除外する IP範囲を追加します。

7 ［OK］ をク リ ッ ク して、 IP範囲を保存します。

8 設定する各Data Flow Probeについて、 手順1から手順7を繰り返します。
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HP Universal CMDB 7.52～8.xでのセッ トアップの概要

UCMDB 7.52～8.xシステムでインテグレーシ ョ ンをサポートするには、次のタスクを実行する必要があり ます。

タスク 1: Service Managerインテグレーシ ョ ンパッケージをインス トールします。

Service Manager インテグレーシ ョ ンパッケージのインス トール （23ページ） を参照してください。

タスク 2: UCMDB とソースフ ィーダ間にRMIアダプタデータストアを追加します。

RMIアダプタデータス ト アの追加 （23ページ） を参照してください。

タスク 3: UCMDB とソースフ ィーダ間に新規変更アダプタデータストアを追加します。

新規変更アダプタデータス ト アの追加 （25ページ） を参照してください。

タスク 4: UCMDB と Service Manager間に、 Service Deskアダプタデータス トアを追加します。

Service Deskアダプタデータス ト アの追加 （28ページ） を参照してください。

Service Managerインテグレーシ ョ ンパッケージのインストール

Service Manager インテグレーシ ョ ンコンポーネン トは独立したパッケージであ り、 UCMDB インタフェース

からインス トールする必要があ り ます。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［パッケージ マネージャ］ をク リ ッ ク します。 インス トールされているパッケージのリ ス トが表示され

ます。

4 ［サーバにパッケージをデプロイする  ( ローカル ディ スクから )］ をク リ ッ ク します。 

5 ［追加］ ボタンをク リ ッ ク します。 

6 インス トール先と して、 integration_packagesフォルダを参照します。 例 ：

C:\hp\UCMDB\UCMDBServer\root\lib\integration_packages

7 ［smintegration.zip］ パッケージを選択して、 ［開く ］ をク リ ッ ク します。

8 ［OK］ をク リ ッ ク して、 パッケージを展開します。

RMIアダプタデータストアの追加

UCMDB と Service Managerの同期において、 ソースアダプタ と して機能する RMIデータス ト アを作成する必

要があ り ます。 RMIアダプタはUCMDBシステム上でCI関係を更新します。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［フェデレート  CMDB］ をク リ ッ ク します。 インス トールされているデータス ト アのリ ス トが表示され

ます。

UCMDB ファ イルシステムから ログインします。 パッケージインス トールプロセスが、 パッ

ケージ用にク ライアン トのローカルファイルシステムを検索します。
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4 ［追加］ ボタンをク リ ッ ク して、 新規データス ト アを追加します。 

［データス ト ア］ プロパティ ウ ィンド ウが表示されます。

5 ［アダプタ］ で ［CmdbRmiAdapter］ を選択します。

6 ［名前］ に一意のアダプタ名を入力します。 「ucmdb_rmi」 などです。

7 ［顧客 ID］ に 「1」 と入力します。 ただし、 HP Software-as-a-Service を使用している場合は、 お客様の顧

客 ID番号を入力します。

8 ［ホス ト ］ に、 UCMDBシステムの名前を入力します。 「localhost」 などです。

9 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 ［アダプタによってサポート されるクエ リ ］ で、 次のクエリ を選択します。

― applicationRelationsData

― businessServiceRelationsData

― hostRelationsData

― networkRelationsData
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11 ［完了］ をク リ ッ ク します。 データス ト アが作成され、 リ ス ト内に表示されます。

新規変更アダプタデータストアの追加

UCMDBから Service Managerの同期で、 ソースアダプタ と して機能する新規変更アダプタデータス ト アを作

成する必要があ り ます。 変更アダプタはUCMDBシステム上でCI属性を更新します。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［フェデレート  CMDB］ をク リ ッ ク します。 インス トールされているデータス ト アのリ ス トが表示され

ます。

4 ［追加］ ボタンをク リ ッ ク して、 新規データス ト アを追加します。 

［データス ト ア］ プロパティ ウ ィンド ウが表示されます。

5 ［アダプタ］ で ［CmdbChangesAdapter］ を選択します。

6 ［名前］ に一意のアダプタ名を入力します。 「cmdbChanges」 などです。

7 ［顧客 ID］ に 「1」 と入力します。 ただし、 HP Software-as-a-Service を使用している場合は、 お客様の顧

客 ID番号を入力します。

8 ［ホス ト ］ に、 UCMDBシステムの名前を入力します。 「localhost」 などです。
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9 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

10 ［アダプタによってサポート されるクエ リ ］ で、 次のクエリ を選択します。

― applicationData

― businessServiceData

― hostData

― networkData1

― networkData2

― printerData
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11 ［完了］ をク リ ッ ク します。 データス ト アが作成され、 リ ス ト内に表示されます。
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Service Deskアダプタデータストアの追加

UCMDB から Service Managerへのレプ リ ケーシ ョ ンジ ョ ブで、 ターゲッ ト アダプタ と して機能する Service

Deskデータス ト アを作成する必要があ り ます。 このアダプタは、 Service Manager システムへの接続情報を指

定します。 UCMDB 7.52～8.xでの変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブの定義 （41ページ） と UCMDB 7.52～8.xで

のRMIレプリ ケーシ ョ ンジ ョブの定義 （43ページ） で、 このアダプタを使用します。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［フェデレート  CMDB］ をク リ ッ ク します。 インス トールされているデータス ト アのリ ス トが表示され

ます。

4 ［+］ ボタンをク リ ッ ク して、 新規データス ト アを追加します。 

［データス ト ア］ プロパティ ウ ィンド ウが表示されます。

5 ［アダプタ］ で ［ServiceDeskAdapter］ を選択します。

6 ［名前］ に一意のアダプタ名を入力します。 「sm」 などです。

7 ［顧客 ID］ に 「1」 と入力します。 ただし、 HP Software-as-a-Service を使用している場合は、 お客様の顧

客 ID番号を入力します。

8 ［ホス ト ］ に、 Service Managerシステムの名前を入力します。 「mysmserver」 などです。

9 ［ポート ］ に、 Service Managerシステムの通信ポート を入力します。 「13080」 などです。

10 ［ユーザ］に、Service Managerシステム管理者のオペレータ名を入力します。 「System.Admin」などです。

11 ［パスワード］には、Service Managerシステム管理者のパスワードを入力します。 たとえば、System.Admin

では ［パスワード］ フ ィールドを空欄にします。
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12 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

13 ［アダプタによってサポート される  CIT］ では、 何も選択せずに、 ［次へ］ をク リ ッ ク します。

14 ［アダプタによってサポート されるクエ リ ］ でも、 何も選択しません。
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15 ［完了］ をク リ ッ ク します。 データス ト アが作成され、 リ ス ト内に表示されます。
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HP Service Managerセッ トアップの概要

Service Managerシステムでインテグレーシ ョ ンをサポートするには、次のタスクを実行する必要があ り ます。

タスク 1: システム情報レコードにUCMDB接続情報を追加します。

UCMDB接続情報の追加 （31ページ） を参照してください。

タスク 2: 必要に応じて、 UCMDB 7.52システムをサポートするようにプロセス定義レコードを編集します。

UCMDB 7.52システムをサポートするためのプロセス定義レコードの編集 （32ページ） を参照してください。

タスク 3: 必要に応じて、 マルチテナン トサポート を有効にします。

インテグレーシ ョ ンのマルチテナン トサポートの有効化 （32ページ） を参照してください。

タスク 4: UCMDB側のCIが既存のService Manager CIレコードに一致する場合をシステムがどのように決定するのかを

定義する、 調停ルールを追加します。

調停ルールの追加 （37ページ） を参照してください。

タスク 5: UCMDB側のCI属性値がService Manager側のCI属性値と一致するときのシステムの動作を定義する、 検出イ

ベン トマネージャルールを追加します。

検出イベン トマネージャルールの追加 （38ページ） を参照してください。

UCMDB接続情報の追加

インテグレーシ ョ ンには、UCMDBシステムから CI属性情報を取得するためのUCMDB接続情報が必要です。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［その他］ > ［システム情報レコード］ をク リ ッ ク します。

3 ［アクテ ィブ統合］ タブを選択します。

4 ［HP Universal CMDB］ オプシ ョ ンを選択します。

フォームに ［UCMDB Web サービス  URL］ フ ィールドが表示されます。

5  ［UCMDB Web サービス  URL］ フ ィールドに、 HP Universal CMDB WebサービスAPIへのURLを入力し

ます。 URLは次の形式です ：

http://<UCMDBサーバ名>:<ポート >/axis2/services/ucmdbSMService

<UCMDBサーバ名>にはUCMDBサーバのホス ト名、<ポート >にはUCMDBサーバが使用する通信ポー

ト を入力します。

6 ［ユーザ ID］ と ［パスワード］ に、UCMDBシステム上でCIを管理するのに必要なユーザ資格情報を入力

します。 たとえば、 出荷時設定の資格情報は 「admin/admin」 です。

7 ［保存］ をク リ ッ ク します。 Service Managerに 「情報レコードは更新されました。」 と表示されます。

Service Managerユーザは、 Service Manager リ ンクから UCMDBにログインしよ う とする と、 UCMDBユーザ

名とパスワードの入力が求められます。
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8 Service Managerシステムからログアウ ト します。

9 Service Manager システムに管理者アカウン トでログインします。 CI レコードに ［実際のステータス］ タ

ブが表示されますが、 まずレプリ ケーシ ョ ンを完了し、 Service Manager システムにUCMDB システムの

CIを入力する必要があ り ます。

UCMDB 7.52システムをサポートするためのプロセス定義レコードの編集

インテグレーシ ョ ンでUCMDB 7.52 システムに接続する場合、 プロセス定義レコードを編集して UCMDB シ

ステムへのURLを更新する必要があ り ます。 インテグレーシ ョ ンでUCMDB 8.0以降のシステムに接続する場

合、 このステップはスキップできます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［文書エンジン］ > ［プロセス］ をク リ ッ ク します。

3 ［プロセス名］ に 「am.view.ucmdb」 と入力して、 ［検索］ をク リ ッ ク します。

4 ［初期 JavaScript］ タブを選択します。

5 "The following line should be uncommented for use with UCMDB 7.5.x." というテキス ト を検索します。 デ

フォルトでスク リプ トの3行目にあ り ます。

6 その次の行の先頭にあるコ メン ト文字 （//） を削除します。 デフォルトで4行目にあ り ます。

7 "The following lines should be uncommented for use with UCMDB 8.0 and above." というテキス ト を検索しま

す。 デフォルトでスク リプ トの7行目と 8行目にあ り ます。

8 その次の2行の先頭にコ メン ト文字 （//） を追加します。 デフォルトでスク リプ トの7行目と 8行目にあ

り ます。

9 ［保存］ をク リ ッ ク します。

10 Service Managerシステムを停止して、 再起動します。

インテグレーシ ョ ンのマルチテナン トサポートの有効化

マルチテナン ト サポー ト は、 テナン ト に対してサービス と して構成管理を行 う管理サービスプロバイダ

（MSP） を対象と したインテグレーシ ョ ンのオプシ ョ ン機能です。 マルチテナン ト設定では、 各CI と CIR レ

コードは対応する会社IDを取り ます。出荷時設定のService Managerでは、すべてのオペレータはどの会社 ID

であっても CIデータを表示できます。 会社 IDでCIデータへのアクセスを制限するには、 データ制限を有効

にし、［会社 ID］ フ ィールドを制限用クエリ と して使用する必要があ り ます。 マルチカンパニーモード とデー

タ制限の詳細については、 Service Managerヘルプを参照して ください。

Service Manager 9.2 システムとのインテグレーシ ョ ンでマルチテナン トサポート を有効にするには、 Service

Managerで次のタスクを実行する必要があ り ます。

タスク 1: Service Managerシステム情報レコードを設定します。

Service Managerシステム情報レコードの設定 （33ページ） を参照してください。

タスク 2: 会社レコードにテナン ト固有UCMDB ID とパスワード値を追加します （オプシ ョ ン）。

テナン ト固有UCMDBユーザ ID とパスワード値の追加 （34ページ） を参照してください。

タスク 3: 既存の会社レコードにUCMDB顧客 IDを追加します。

既存の会社レコードへのUCMDB顧客 IDの追加 （34ページ） を参照してください。
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タスク 4: 既存の会社レコードをUCMDB と同期します。

Service Managerから UCMDBへの既存の会社の同期 （35ページ） を参照してください。

タスク 5: Service Managerが会社レコードをUCMDB と同期したことを確認します （オプシ ョ ン）。

会社レコードがUCMDBにあるかど うかの確認 （35ページ） を参照してください。

タスク 6: 既存の会社レコードをUCMDB と再同期します （必要な場合）。

UCMDB との既存の会社の再同期 （36ページ） を参照してください。

タスク 7: インテグレーシ ョ ンに含めない会社レコードを非アクティブ化します （必要な場合）。

同期されている会社の非アクティブ化 （36ページ） を参照してください。

タスク 8: インテグレーシ ョ ンに含める非アクティブな会社レコードを再アクティブ化します （必要な場合）。

非アクティブな会社の再アクティブ化 （37ページ） を参照してください。

Service Managerシステム情報レコードの設定

インテグレーシ ョ ンでマルチテナン ト を有効にするには、 Service Manager システム情報レコードに追加情報

を入力する必要があ り ます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［その他］ > ［システム情報レコード］ をク リ ッ ク します。

3 ［全般］ タブを選択します。

4 ［マルチカンパニーモードで実行］ オプシ ョ ンを有効にします。

5 ［アクテ ィブ統合］ タブを選択します。

6 ［HP Universal CMDB］ オプシ ョ ンを選択します。

フォームに ［UCMDB Web サービス  URL］ フ ィールドが表示されます。

7 ［UCMDB Web サービス  URL］ フ ィールドに、CIの同期WebサービスAPIのURLを入力します。 URLは次

の形式です ：

http://<UCMDBサーバ名>:<ポート >/axis2/services/ucmdbSMService

<UCMDBサーバ名>にはUCMDBサーバのホス ト名、<ポート >にはUCMDBサーバが使用する通信ポー

ト を入力します。

8 ［ユーザ ID］ と ［パスワード］ に、UCMDBシステム上でCIを管理するのに必要なユーザ資格情報を入力

します。 たとえば、 出荷時設定の資格情報は 「admin/admin」 です。

9 ［マルチテナン ト  UCMDB Web サービス  URL］フ ィールドに、会社IDの同期WebサービスAPIのURLを入

力します。 URLは次の形式です ：

http://<UCMDBサーバ名>:<ポート >/axis2/services/UcmdbManagementService

<UCMDBサーバ名>にはUCMDBサーバのホス ト名、<ポート >にはUCMDBサーバが使用する通信ポー

ト を入力します。

マルチテナン トサポート を有効にするには、 HP Universal CMDBバージ ョ ン 8.02以降を使用する必要があ り

ます。 それよ り も前のバージ ョ ンのHP Universal CMDBでは、マルチテナン トモードで実行しよ う とする と、

エラーメ ッセージが表示されます。
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10 UCMDBシステムで会社 IDを同期するのに必要なユーザ名とパスワードを入力します。

たとえば、 UCMDB 9.00の出荷時設定のシステム管理者用資格情報は 「sysadmin/sysadmin」 です。

11 ［保存］ をク リ ッ ク します。 Service Managerに 「情報レコードは更新されました。」 と表示されます。

12 Service Managerシステムからログアウ ト し、 管理者アカウン トでログインし直します。

13 ［システムステータス］ > ［表示オプシ ョ ン］ > ［すべてのタスク］ をク リ ッ ク します。

14 problem スケジュールプロセスの隣にある ［コマンド］ フ ィールドに 「k」 と入力し、 ［コマンドの実行］

をク リ ッ ク します。 problem スケジュールプロセスが終了するまで、 数分待ちます。

15 ［スケジューラの開始］ をク リ ッ ク します。

16 ［problem］ スケジュールプロセスをダブルク リ ッ ク します。 これで、 システムはUCMDB向けマルチテ

ナン ト をサポートするよ うにな り ます。

テナン ト固有UCMDBユーザ ID とパスワード値の追加

［実際のステータス］ タブの情報を要求する と きにService Managerが使用する、テナン ト固有のUCMDBユー

ザ名とパスワードを入力できます。 資格情報がない場合、 Service Managerはすべてのテナン トに対して、 シ

ステム情報レコードにある資格情報を使用します。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 ［UCMDB ユーザ ID］フ ィールドに、この会社がUCMDBに接続するのに使用するユーザ名を入力します。

6 ［UCMDB パスワード］ フ ィールドに、 このUCMDBユーザ名のパスワードを入力します。

7 ［保存］ をク リ ッ ク します。

8 資格情報を入力する各会社について、 手順3から手順7を繰り返します。

既存の会社レコードへのUCMDB顧客 IDの追加

次のステップを使用して、 既存のService Manager会社レコードにUCMDB顧客 IDを追加します。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 ［UCMDB 顧客 ID］ フ ィールドに、 この会社の数値を入力します。

6 ［保存］ をク リ ッ ク します。

UCMDB 8.x システムを使用している場合、 出荷時設定のマネージャ資格情報を使用できます。

これは、 「manager/manager」 です。

会社レコードに入力する資格情報は、 システム情報レコードに入力する資格情報よ り優先されます。
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7 レコードを UCMDB と同期するこ とを確認するプロンプ トが表示されます。 会社を今すぐ同期するには

［はい］、 会社を後で同期するには ［いいえ］ をク リ ッ ク します。

8 ［次へ］ をク リ ッ ク して、 レコード リ ス トの次の会社に移動します。

9 レコード リ ス ト内の各会社について、 手順5から手順8を繰り返します。

Service ManagerからUCMDBへの既存の会社の同期

Service Manager システムには、 マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンで使用する会社レコードが既に含まれて

いる場合があ り ます。 ［UCMDB と同期］ オプシ ョ ンを使用して、 会社レコードを UCMDB システムと手動

で同期するこ とができます。

UCMDBにまだ同期していない会社レコード内のフ ィールドを更新する場合、 会社を UCMDBに同期するか

ど うかのプロンプ トが表示されます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 更新する会社レコードを選択します。

6 会社レコードを更新します。

7 ［保存］ をク リ ッ ク します。 レコードをUCMDB と同期するこ とを確認するプロンプ トが表示されます。

会社レコードがUCMDBにあるかどうかの確認

マルチテナン ト インテグレーシ ョ ンが有効である場合、 各会社レコードには、 UCMDB顧客 IDがUCMDBシ

ステムと同期済みであるかど うかを一覧する、読み取り専用フ ィールドが表示されます。 このフ ィールドは、

マルチテナン ト UMCDB インテグレーシ ョ ンが有効である場合のみ表示されます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 ［UCMDB と同期］ フ ィールドのステータスを確認します。

チェ ッ クボッ ク スがオンである場合、 Service Manager と UCMDB システムの会社 ID は同期済みです。

チェッ クボッ クスがオフである場合、 Service ManagerはUCMDB システムにこの会社をまだ追加してい

ません。

マルチカンパニーリ ス トに会社を表示するオプシ ョ ンを無効にしている場合、または会社に関連する保留中

のスケジュールレコードがある場合、 会社レコードの同期は求められません。 詳細については、 同期されて

いる会社の非アクティブ化 （36ページ） を参照してください。

同期を実行するかど うかにかかわらず、 会社レコードは保存されます。
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UCMDB との既存の会社の再同期

なんらかの理由でUCMDBデータを失った場合のために、 Service Manager では、 UCMDB システムと会社レ

コードを再同期するこ とができます。 たとえば、 インテグレーシ ョ ンテス ト中にUCMDBデータを意図的に

削除した り、 障害後にデータを復旧する必要がある場合などです。 UCMDB との再同期オプシ ョ ンを使用す

るこ とで、 強制的にService ManagerにUCMDBシステムと会社を同期させるこ とができます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 同期する会社レコードを選択します。

6 ［UCMDB と同期］ チェ ッ クボッ クスの隣にある ［再同期］ ボタンをク リ ッ ク します。   

同期されている会社の非アクテ ィブ化

UCMDB と会社レコードを同期した後は、 レコードは削除できな くな り ます。 その代わり、 会社レコードを

非アクティブ化するこ とができます。 これによ り、 UCMDBシステムはそれ以降、 その会社のCIの更新をす

べて停止します。 その会社のあらゆる既存のCIデータはまだUCMDB システムに存在し、 非アクテ ィブな

UCMDB顧客 IDに関連付けられていますが、 これ以降はUCMDBシステムにおいて会社とその関連CIは両方

と も表示されなくな り ます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 非アクティブ化する会社レコードを選択します。

6 ［マルチカンパニーモード時に会社を リ ス トに表示］ で ［いいえ］ を選択します。

7 ［保存］ をク リ ッ ク します。

8 この会社が以前に UCMDB と同期されている場合、 非アクティブにするこ とを確認するプロンプ トが表

示されます。

9 非アクティブにするには ［はい］、 変更をキャンセルするには ［いいえ］ をク リ ッ ク します。

［再同期］ ボタンが利用でき る会社レコードは、 UCMDB と同期済みで、 ［UCMDB と同期］

チェッ クボッ クスがオンである会社レコードのみです。

UCMDB システムにこの ID値の会社が既に存在している場合、 再同期要求は無視されます。

UCMDB と会社を再同期する既存のスケジュールレコードが存在する場合にも、再同期要求は

無視されます。 この場合、 「この会社を  UCMDB と再同期させるためのスケジュールレコード

はすでに追加されています。」 という メ ッセージが表示されます。
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非アクテ ィブな会社の再アクテ ィブ化

Service Manager システムで非アクティブな会社を再アクティブ化して、 マルチテナン ト インテグレーシ ョ ン

に含めるこ とができます。 UCMDBがこの会社の任意のCI更新を処理できるよ うにするため、UMCDB と会社

を同期する必要もあ り ます。

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［システム管理］ > ［ベースシステム設定］ > ［会社］ をク リ ッ ク します。

3 会社レコードの検索に使用する検索基準を入力します。 すべての会社レコードを検索するには、 検索

フォームを空欄にしておきます。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。

5 再アクティブ化する会社レコードを選択します。

6 ［マルチカンパニーモード時に会社を リ ス トに表示］ で ［はい］ を選択します。

7 ［保存］ をク リ ッ ク します。 UCMDBで会社を再アクティブ化するこ とを確認するプロンプ トが表示され

ます。

8 ［はい］ をク リ ッ ク します。 Service Managerによ り、会社を再アクティブ化するスケジュールレコードが

作成されます。

調停ルールの追加

Service Managerシステムには、 UCMDBシステム内のCI と一致する CIレコードが既に含まれている場合があ

り ます。 Service Managerシステムに重複する CIレコードを追加するのではなく、Service Managerを設定して、

特定のフ ィールド値を基に両システム間でCIレコードが調整されるよ うにします。

Service Managerは必ず、 Service Manager テーブルの一意のキーフ ィールドおよびucmdb.idフ ィールドを基

にして、 CIレコードの調整を試みます。 ［DEM 調停ルール］ フォームで、 調整の基準とする追加フ ィールド

を指定できます。 Service Manager がこれらのフ ィールドのいずれかに一致する値を検出する と、 受信する

UCMDBレコードの属性でService Manager CIレコードを更新します。

マルチテナン トが有効である場合、 Service Managerは、 レプリ ケーシ ョ ンジ ョブの会社 ID と一致する会社 ID

を持つCI のみを調整します。 たとえば、 会社2 のCI を複製する際は、 会社番号 2 に対応する会社コードの

Service Manager CIレコードにのみ調停ルールが適用されます。

調整フ ィールドを指定するには、 Service Manager と UCMDB システムの両方でテーブルとフ ィールド名を理

解している必要があ り ます。 UCMDB システムの特定の属性について調整する場合、 その属性に対応する

Service Manager管理フ ィールドが存在するこ とを確認する必要があ り ます。 このよ う なマッピングが存在し

ない場合、 Service Managerは、 CIレコード内で一致する値を検索するこ とができません。

調整での結合テーブルの使用

調停ルールを設定する と きに、 調整するデバイスタイプに （devtypeテーブルで定義される） joindef定義があ

る場合は、 device テーブルではなく結合テーブル名を使用します。 たとえば、 コンピュータ CI を調整する場

合は、 deviceテーブルではなく joincomputerテーブルを使用します。

Service Manager内に対応するフ ィールドが存在しないUCMDB属性があ り ます。 対応するフ ィールドが存在

しない場合、 Service Managerシステムをカスタマイズして、 一致フ ィールドの追加が必要となる場合があ り

ます。
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調整の順序

調停ルールでは、一致する CI値を検索する Service Managerテーブルとフ ィールドを指定します。 また、Service

Manager が調停ルールを処理する順序も指定します。 デフォルト で、 Service Managerはフ ィールド名のアル

ファベッ ト順にルールを処理します。 たとえば、 Service Managerは、 ci.nameフ ィールドでCIを調整する前

に、 asset.tagフ ィールドでCIを調整します。

Service ManagerがCIを調整する順序を変更するには、シーケンスフ ィールドに数値を追加します。 たとえば、

次の調停ルールを使用するこ とで、Service Managerはci.nameフ ィールドでCIを処理してから、asset.tag

フ ィールドでCIを調整するよ うにな り ます。

DEM調停ルールの作成

検出イベン トマネージャ （DEM） 調停ルールでは、既存のCIレコードがUCMDBシステムにある CI と一致す

るかど う かを判断するのに使用する Service Manager フ ィールド を指定でき ます。 管理者は通常、 Service

Managerによって重複する CI レコードが作成されないよ うに、 UCMDB レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを開始する

前に調停ルールを指定します。

DEM調停ルールを作成するには ：

1 管理者と してService Managerシステムにログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［Web サービス］ > ［DEM 調停ルール］ をク リ ッ ク します。 ［DEM 調停レコード］

フォームが表示されます。

3 ［テーブル名］ に、 調整する基準となるフ ィールドを含むService Managerテーブルの名前を入力します。

4 ［フ ィールド名］ に、 調整する基準となる値を含むService Managerフ ィールドの名前を入力します。

5 ［シーケンス］ には、 Service Managerがこのルールを実行する順番を指定します。

6 ［新規］ をク リ ッ ク します。 調停ルールが作成されます。

検出イベン トマネージャルールの追加

Service Managerは、 検出イベン トマネージャ （DEM） を使用して、 受信する構成アイテム （CI） レコードの

実際のステータスがHP Service Manager内の管理ステータス と異なる場合に、システムが実行すべきアクシ ョ

ンを定義します。  DEMルールを使用するこ とで、 Service Managerシステムが受信する UCMDBデータを基に

してCIレコードの追加、 更新、 または削除を行うかど うかを定義できます。

Service Managerでは、 以下のルールオプシ ョ ンを利用できます ：

表 4　 　シーケンスで順番付けられた調停ルールのサンプル

テーブル名 フ ィールド名 シーケンス

joincomputer ci.name 1

joincomputer asset.tag 2

シーケンス値を指定しないと、Service Managerはフ ィールド名のアルファベッ ト順に処理しま

す。
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• 一致するレコードが存在しない場合のアクシ ョ ン ： これは、一致する CIレコードが見つからない場合に

Service Managerが実行するアクシ ョ ンです。

― レコードの追加： （デフォルト ） Service Manager は、一致するレコードが見つからないと きに CI レ

コードを追加します。 Service Manager が CI レコードの照合に使用するフ ィールドを定義するには、

調停ルールの追加 （37 ページ） を参照してください。

― インシデン トのオープン ： Service Manager は、 ユーザが新規 CI レコードを確認できるよ うに、 イ

ンシデン ト をオープンします。 このインシデン トによ り、ユーザは新規 CI レコードがビジネスプラ

クティ スに準拠しているかど うかを調査できます。

― 変更のオープン ： Service Manager は、 ユーザが新規 CI レコードを確認できるよ うに、 計画外の変

更をオープンします。 この変更によ り、ユーザは新規 CI レコードがビジネスプラ クティ スに準拠し

ているかど うかを調査できます。 CI レコードが準拠している場合、 変更を承認できます。 CI レコー

ドが準拠していない場合、変更を却下して CI レコードを削除できます。 変更レコードには、現在の

属性値と推奨される属性値の両方が一覧されます。

• レコードは存在するが、 予期しないデータが見つかった場合のアクシ ョ ン ： これは、 一致する CI属性値

が見つからない場合にService Managerが実行するアクシ ョ ンです。

― 変更のオープン ： （デフォルト ） Service Manager は、 CI レコードの実際のステータスを確認するた

めに、 計画外の変更を開きます。 この変更によ り、 ユーザは新規属性値がビジネスプラ クティ スに

準拠しているかど うかを調査できます。 値が準拠している場合、変更を承認できます。 値が準拠して

いない場合、 変更を却下して、 CI 属性値を元の管理ステータスに戻すこ とができます。

― 結果のログの記録とレコードの更新： Service Manager は、CI レコードの実際のステータスの結果を

ログに記録し、 CI レコードを更新します。

― インシデン トのオープン ： Service Manager は、CI レコードの実際のステータスを調査するためにイ

ンシデン ト を開き、 レコードを Service Manager に準拠させるために実行や開始が必要となるアク

シ ョ ンを判断します。

• レコードが削除予定である場合のアクシ ョ ン ： これは、 外部イベン トがレコードを削除する必要がある

と指定している場合に、 Service Managerが実行するイベン トです。

― レコードの削除 ： （デフォルト ） Service Manager は自動的に CI レコードを削除します。

― インシデン トのオープン ： Service Manager は、 削除される CI レコードを調査するためにインシデ

ン ト を開き、レコードを Service Manager に準拠させるために実行や開始が必要となるアクシ ョ ンを

判断します。

― 変更のオープン ： Service Manager は、 削除される CI レコードを確認させるため、 計画外の変更を

オープンします。 この変更によ り、ユーザは削除される CI レコードがビジネスプラ クティ スに準拠

しているかど うかを調査できます。 CIレコードが準拠している場合、変更を承認できます。 CIレコー

ドが準拠していない場合、 変更を却下して CI レコードをシステムに戻すこ とができます。

変更とインシデン ト レコードに表示されるCI属性

Service Managerでは、 UCMDB インテグレーシ ョ ンを通じてCI属性の変更を検出したと きに、 変更レコード

やインシデン ト レコードを開く よ うにDEMを設定する と、 その変更の ［変更の詳細］ タブ、 またはそのイン

シデン トの ［CMDB 変更］ タブが表示されます。 Service Managerでは、 UCMDB インテグレーシ ョ ンが有効

であ り、 検出イベン ト マネージャで、 CI の追加、 更新、 または削除の際に変更レコードやインシデン ト レ

コードを作成するルールを定義している場合のみ、 CI属性のタブが表示されます。

［変更の詳細］ タブと ［CMDB 変更］ タブの両方に、 UCMDBによって検出された実際の属性値と一緒に現在

のCI属性値が表示されます。 この情報を使用して、 変更の承認や却下を行ったり、 適切な担当グループにイ

ンシデン ト をエスカレートできます。
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インテグレーシ ョ ンによってオープンした変更とインシデン ト レコードの検索

次の検索基準を用いて、 UCMDB インテグレーシ ョ ンによってオープンされた変更と インシデン ト レコード

を検索できます。

Service ManagerへのUCMDB CIの転送

インテグレーシ ョ ンは、 Service ManagerシステムにCIを入力するため、 UCMDBから Service ManagerにCIの

1回限りの転送を必要と します。 UCMDBが新規CIや新規属性値を検出する と、インテグレーシ ョ ンによって

Service Manager内のCIの一覧が更新されます。 インテグレーシ ョ ンでは、UCMDBシステムのレプリ ケーシ ョ

ンジ ョブを使用して、CIデータの転送が行われます。 HPでは、CI と CI属性を 新に保つため、 これらのジ ョ

ブのスケジュールを設定するこ とを推奨します。

タスク 1: UCMDB と Service Manager間の変更データのプッシュとレプリケーシ ョ ンジ ョ ブを定義します。

UCMDB 9.0での変更データのプッシュの定義 （40ページ） を参照してください。

UCMDB 7.52～8.xでの変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブの定義 （41ページ） を参照してください。

タスク 2: UCMDB と Service Manager間のRMIデータのプッシュとレプリケーシ ョ ンジ ョ ブを定義します。

UCMDB 9.0でのRMIデータのプッシュの定義 （42ページ） を参照してください。

UCMDB 7.52～8.xでのRMIレプリ ケーシ ョ ンジ ョブの定義 （43ページ） を参照してください。

タスク 3: CI と CI属性を最新に保つため、 データプッシュとレプリケーシ ョ ンジ ョ ブのスケジュールを設定します。

データプッシュ、 またはレプリ ケーシ ョ ンジ ョブのスケジュール （44ページ） を参照してください。

UCMDB 9.0での変更データのプッシュの定義

変更データのプッシュジ ョブは、 UCMDBシステムから Service ManagerシステムにすべてのCIをコピーしま

す。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［マネージャ］ > ［データ  フロー管理］ > ［Integration Studio］ をク リ ッ ク します。 UCMDBに、 インテ

グレーシ ョ ンポイン トの リ ス トが表示されます。

3 ［データ  プッシュ］ タブを選択します。

4 Service Manager向けに作成したインテグレーシ ョ ンポイン ト を選択します。 「SM Integration」などです。

5 ［+］ をク リ ッ ク して、 新規データプッシュジ ョブを追加します。 

6 ［名前］ にジ ョブの一意な名を入力します。 「Chnages」 などです。

7 ［ジ ョブ タイプの選択］ で、 ［変更］ を選択します。

表 5　 　変更と インシデン ト レコードに利用できる検索オプシ ョ ン

レコード タイプ 利用できる検索オプシ ョ ン

変更 カテゴ リが 「unplanned change」 のレコードを検索します。

インシデン ト ［UCMDB 統合によ り生成］ オプシ ョ ンを使用してレコードを検索します。
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8 ［Root］ > ［Integration］ > ［SM Query］ から次のクエ リ を追加します。

• applicationExtendedData

• businessServiceExtendedData

• hostExtendedData

9 ［Root］ > ［Integration］ > ［SM Sync］ から次のクエ リ を追加します。

• applicationData

• businessServiceData

• hostData

• networkData

• printerData

10 各クエリで ［削除を許可］ オプシ ョ ンを選択します。

11 ［OK］ をク リ ッ ク します。

UCMDB 7.52～8.xでの変更レプリケーシ ョ ンジ ョ ブの定義

変更データのレプリ ケーシ ョ ンジ ョブは、 UCMDBシステムから Service ManagerシステムにすべてのCIをコ

ピーします。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定 - フェデレート  CMDB］ に移動します。

3 ［レプリケーシ ョ ン ジ ョブ］ タブを選択します。

4 ［+］ をク リ ッ ク して、 新規レプリ ケーシ ョ ンジ ョブを追加します。 

5 ［名前］ にジ ョブの一意な名を入力します。 「cmdb2sm」 などです。
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6 ［ソース  データ  ス ト ア］ で、新規変更アダプタデータス ト アの追加 （25ページ） で作成した変更データ

ス ト ア名を選択します。 「CmdbChanges」 などです。

7 ［ターゲッ ト  データ  ス ト ア］ で、 Service Desk アダプタデータス ト アの追加 （28ページ） で作成した

Service Deskデータス ト ア名を選択します。 「sm」 などです。

8 変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブに関係クエリが含まれないこ と、［ターゲッ トでの削除を許可］ オプシ ョ ン

が有効であるこ とを確認します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク して、 レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを保存します。

10 ［一時的なフル レプリ ケーシ ョ ン］ をク リ ッ ク して、 レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを実行します。 

UCMDB 9.0でのRMIデータのプッシュの定義

RMIデータのプッシュジ ョブは、 UCMDB システムから Service Manager システムにすべての関係データをコ

ピーします。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［マネージャ］ > ［データ  フロー管理］ > ［Integration Studio］ をク リ ッ ク します。 UCMDBに、 インテ

グレーシ ョ ンポイン トの リ ス トが表示されます。

3 ［データ  プッシュ］ タブを選択します。

4 Service Manager向けに作成したインテグレーシ ョ ンポイン ト を選択します。 「SM Integration」などです。

5 ［+］ をク リ ッ ク して、 新規データプッシュジ ョブを追加します。 

Service ManagerでCI関係レコードを作成するには、有効なCIデータが必要です。 RMI データプッシュジ ョブ

の実行前に、 少なく と も 1回変更データプッシュジ ョブを実行する必要があ り ます。
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6 ［名前］ にジ ョブの一意な名を入力します。 「RMI」 などです。

7 ［ジ ョブ タイプの選択］ で、 ［RMI］ を選択します。

8 ［+］ をク リ ッ ク して、 クエ リ名を追加します。 

9 ［Root］ > ［Integration］ > ［SM Sync］ から次のクエ リ を追加します。

• applicationRelationsData

• businessServiceRelationsData

• hostRelationsData

10 各クエリで ［削除を許可］ オプシ ョ ンを選択します。

11 ［OK］ をク リ ッ ク します。

UCMDB 7.52～8.xでのRMIレプリケーシ ョ ンジ ョ ブの定義

RMI レプリ ケーシ ョ ンジ ョブは、 UCMDB システムから Service Manager システムにすべての関係データをコ

ピーします。

1 管理者と してUCMDBシステムにログインします。

2 ［設定 - フェデレート  CMDB］ に移動します。

3 ［レプリケーシ ョ ン ジ ョブ］ タブを選択します。

4 ［+］ をク リ ッ ク して、 新規レプリ ケーシ ョ ンジ ョブを追加します。 

5 ［名前］ にジ ョブの一意な名を入力します。 「cmdb2smRels」 などです。

6 ［ソース  データ  ス ト ア］ で、 RMIアダプタデータス ト アの追加 （23ページ） で作成したRMIデータス ト

ア名を選択します。 For example, localRmi.

Service ManagerでCI関係レコードを作成するには、有効なCIデータが必要です。 RMIレプリ ケーシ ョ ンジ ョ

ブの実行前に、 少なく と も 1回変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブを実行する必要があ り ます。
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7 ［ターゲッ ト  データ  ス ト ア］ で、 Service Desk アダプタデータス ト アの追加 （28ページ） で作成した

Service Deskデータス ト ア名を選択します。 「sm」 などです。

8 変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブに関係クエリのみが含まれるこ と、［ターゲッ トでの削除を許可］ オプシ ョ

ンが有効であるこ とを確認します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク して、 レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを保存します。

10 ［一時的なフル レプリ ケーシ ョ ン］ をク リ ッ ク して、 レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを実行します。 

データプッシュ、 またはレプリケーシ ョ ンジ ョ ブのスケジュール

UCMDB フ ィーダのディ スカバリ スケジュールと一致するよ うに、 変更と RMIの両方のデータプッシュやレ

プ リ ケーシ ョ ンジ ョ ブをスケジュール設定する こ とが重要です。 たとえば、 UCMDB フ ィーダが日次スケ

ジュールでCIデータの更新を送信する場合は、データプッシュジ ョブも日次スケジュールで実行する必要が

あ り ます。 一致するスケジュールを用いるこ とによ り、 Service Manager システムが常に 新のCIデータを保

持できるよ うにな り ます。

UCMDB 9.0データプッシュジ ョ ブのスケジュール

UCMDB 9.0では、 データプッシュジ ョブからスケジュールを直接更新できます。

1 管理者と してUCMDB 9.00システムにログインします。

2 ［マネージャ］ > ［データ  フロー管理］ > ［Integration Studio］ をク リ ッ ク します。 UCMDBに、 インテ

グレーシ ョ ンポイン トの リ ス トが表示されます。

3 UCMDB と Service Managerのインテグレーシ ョ ン用に作成したインテグレーシ ョ ンポイン ト を選択しま

す。 「SM Integration」 などです。
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4 ［データ  プッシュ］ タブを選択します。

5 インテグレーシ ョ ン用に作成した変更データプッシュジ ョブを選択します。 「Chnages」 などです。

6 ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 

7 ［スケジューラの定義］ オプシ ョ ンを有効にします。

8 使用するスケジュールオプシ ョ ンを選択します。 たとえば、［繰り返し : 日ごと］、 および ［終了 : しない］

を選択します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク して、 データプッシュジ ョブを保存します。

10 インテグレーシ ョ ン用に作成したRMIデータプッシュジ ョブを選択します。 「RMI」 などです。

11 RMIデータプッシュジ ョブについて、 手順6から手順9を繰り返します。
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UCMDB 7.52 と 8.xのレプリケーシ ョ ンジ ョ ブのスケジュール

旧バージ ョ ンのUCMDBでは、 レプリ ケーシ ョ ンジ ョブ定義自体とは別にレプリ ケーシ ョ ンのスケジュール

を設定します。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［スケジューラ］ をク リ ッ ク します。 ［ジ ョブ スケジューラ］ フォームが開きます。

4 ［+］ をク リ ッ ク して、 新規スケジュールジ ョブを追加します。 

5 ［名前］ にジ ョブの一意な名を入力します。 「changes_schedule」 などです。

6 ［アクシ ョ ン］ で、 ［+］ をク リ ッ ク して新規スケジュールアクシ ョ ンを追加します。 

7 ［アクシ ョ ンを選択］ リ ス トから ［レプリケーシ ョ ン ジ ョブを実行］ を選択して、 ［次へ］ をク リ ッ ク し

ます。

8 ［レプ リ ケーシ ョ ン ジ ョブを実行］ リ ス トから、 スケジュールを設定するレプリ ケーシ ョ ンジ ョブを選

択します。 「cmdb2sm」、 および 「cmdb2smBusinessRels」 などです。

9 ［完了］ を選択します。 UCMDBでは、 アクシ ョ ン リ ス トにアクシ ョ ンが表示されます。

10 ［スケジューラ］ の選択で、 アクシ ョ ンの頻度を選択します。 「日ごと」 などです。

11 ［タ イム ゾーン］ で、 UCMDBシステムのタイムゾーンを確認します。

12 起動時刻と して、 ジ ョブを実行する時刻を入力します。 たとえば、 「24:00」 などです。

13 特定の指定した日付間でのみスケジュールされたアクシ ョ ンを実行する場合、 ［開始時刻］ と ［終了時

刻］ オプシ ョ ンを選択し、 スケジュールされたジ ョブが有効になる日付を選択します。

14 ［OK］ をク リ ッ ク して、 スケジュールされたジ ョブを作成します。
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3 インテグレーシ ョ ンのカスタマイズ
HP Universal CMDB と HP Service Managerのインテグレーシ ョ ンをカスタマイズするこ とで、管理CI タイプと

属性の追加や削除を行い、 ビジネスニーズに合わせるこ とができます。 本章では、 次のカスタマイズ ト ピッ

クについて説明します。

• インテグレーシ ョ ンのアーキテクチャ  （48ページ）

• UCMDBでのインテグレーシ ョ ンコンポーネン トの表示 （63ページ）

• カスタマイズのオプシ ョ ン （67ページ）

• インテグレーシ ョ ンへのCI属性の追加 （67ページ）

• インテグレーシ ョ ンへのCI タイプの追加 （81ページ）
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インテグレーシ ョ ンのアーキテクチャ

インテグレーシ ョ ンをカスタマイズする前に、 出荷時のインテグレーシ ョ ンに含まれる次のコンポーネン ト

がどのよ うに機能するのかを把握しておく必要があ り ます。

• インテグレーシ ョ ンのク ラスモデル （48ページ）

• インテグレーシ ョ ンTQL クエ リ  （51ページ）

• Service Manager Webサービス  （54ページ）

• Service Manager調停ルール （58ページ）

• Service Manager検出イベン トマネージャルール （59ページ）

インテグレーシ ョ ンのクラスモデル

UCMDB 9.0

UCMDB 9.0では、 インテグレーシ ョ ンCIを管理するのに、 CIのプライベート ク ラスモデルは使用しません。

代わりに標準的な UCMDB管理オブジェク ト を使用して、 それらのオブジェク ト をクエ リ と変換ファ イルで

Service Manager CI タイプと属性にマップします。

UCMDB 7.52 と 8.x

旧バージ ョ ンのインテグレーシ ョ ンには、Service Managerでの管理方法に一致する UCMDB CI タイプ、関係、

および属性のプライベート ク ラスモデルが含まれます。 通常、 Service ManagerはUCMDB よ り も少ないCI タ

イプしか認識しません。 たとえば、 Service Managerは、 TCP/IPポート などの特定のUCMDB CI タイプを、 独

立したCI タイプではなく CI属性と して管理します。

UCMDBシステムがService Managerシステムに送信する CIを変更する場合、 インテグレーシ ョ ンク ラスモデ

ルとモデルをサポートするインテグレーシ ョ ンクエ リの両方を編集する必要があ り ます。 出荷時設定では、

インテグレーシ ョ ンク ラスモデルは、 次のCI タイプと関係から構成されています。
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このバージ ョ ンのインテグレーシ ョ ンでは、 UCMDBは、 IT Universe とは別にService Manager CIを追跡しま

す。 インテグレーシ ョ ンのク ラスモデルを参照するには、 IT Universeのデフォルト値からオブジェク トルー

ト を変更する必要があ り ます。
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出荷時設定のUCMDB 7.52 と 8.xには、 インテグレーシ ョ ンに次のCI タイプが用意されています。

表 6　 　 インテグレーシ ョ ンCI タイプ

CI タイプ 説明

SM CI このCI タイプは、 出荷時設定のUCMDB インテグレーシ ョ ン

で用意されている、 すべてのCI タイプと関係のためのコンテ

ナです。 このCI タイプは、 Object CI タイプから属性を継承し、

SM DeviceおよびSM Resource CI タイプのための属性を提供し

ます。

SM Device このCI タイプは、 Service Managerでデバイス と して管理され

ている CIのためのコンテナです。 このCI タイプは、 SM CI タ

イプから属性を継承し、 Base Network Component、 SM Host、

およびSM Printer CI タイプのための属性を提供します。

Base Network Component このCI タイプは、 ネッ ト ワークデバイス CIのためのコンテナ

です。 このCI タイプは、 SM Device CI タイプから属性を継承

し、 Network ComponentおよびNetwork Component Extension CI

タイプのための属性を提供します。

Network Component このCI タイプは、 ネッ ト ワークデバイス CIのためのコンテナ

です。 このCI タイプは、 Base Network Component CI タイプか

ら属性を継承し、 Getway、 Hub、 およびModem CI タイプのた

めの属性を提供します。 このCI タイプはインテグレーシ ョ ン

に固有であ り、 UCMDBパブリ ッ ク ク ラスモデルには存在し

ません。

Gateway これは、 ネッ ト ワークゲート ウェイのためのCI タイプです。 

このCI タイプは、 Network Component CI タイプの属性を継承

します。 このCI タイプはインテグレーシ ョ ンに固有であ り、

UCMDBパブリ ッ ク ク ラスモデルには存在しません。

Hub これは、 ネッ ト ワークハブのためのCI タイプです。 このCI タ

イプは、 Network Component CI タイプの属性を継承します。 こ

のCI タイプはインテグレーシ ョ ンに固有であ り、 UCMDBパ

ブリ ッ ク ク ラスモデルには存在しません。

Modem これは、 ネッ ト ワークモデムのためのCI タイプです。 このCI

タイプは、 Network Component CI タイプの属性を継承します。 

このCI タイプはインテグレーシ ョ ンに固有であ り、 UCMDB

パブリ ッ ク ク ラスモデルには存在しません。

Network Component Extension これは、 ネッ ト ワークコンポーネン ト CIのためのCI タイプで

す。 このCI タイプは、 Base Network Component CI タイプの属

性を継承し、 さ らに、 SM リ ンク関係を使用してHost CI タイ

プの属性を拡張します。

SM Host これは、 ホス トのためのCI タイプです。 このCI タイプは、 SM 

Device CI タイプの属性を継承し、 さ らに、 SM リ ンク関係を

使用してHost CI タイプの属性を拡張します。
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インテグレーシ ョ ン TQL クエリ

インテグレーシ ョ ンは、UCMDBから CI属性情報を収集し、それを Service Managerシステムに送信するのに、

ト ポロジクエ リ言語 （TQL） クエ リのコレクシ ョ ンを使用します。 これらのクエ リはUCMDB インス トール

の Integration\SM Sync フォルダにあ り ます。 インテグレーシ ョ ンに含める CI タイプや属性を変更する場合、

更新されたCI タイプと属性をサポートするインテグレーシ ョ ンクエ リ も編集する必要があ り ます。 出荷時設

定では、 インテグレーシ ョ ンには次のクエリが含まれています。

SM Printer このCI タイプはプリ ンタ CIを管理します。 このCI タイプは、

SM Device CI タイプの属性を継承し、 さ らに、 SM リ ンク関係

を使用してNet Printer CI タイプの属性を拡張します。

SM Resource このCI タイプは、 Service Managerでリ ソース と して管理され

ている CIのためのコンテナです。 このCI タイプは、 SM CI タ

イプから属性を継承し、 SM Printer Resource、 SM Disk、 およ

びSwap File CI タイプのための属性を提供します。

SM Disk このCI タイプはハードディ スク CIを管理します。 このCI タイ

プは、 SM Resource CI タイプの属性を継承し、 さ らに、 SM リ

ンク関係を使用してDisk CI タイプの属性を拡張します。

SM Printer Resource このCI タイプはプリ ンタ CIを管理します。 このCI タイプは、

SM Resource CI タイプの属性を継承し、 さ らに、 SM リ ンク関

係を使用してPrinter CI タイプの属性を拡張します。

Swap File このCI タイプは、 スワ ップファ イルメモ リ CIを管理します。 

このCI タイプは、 SM Resource CI タイプの属性を継承します。

さ らに、 Host CI タイプへのコンテナリ ンク関係も備えます。 

このCI タイプはインテグレーシ ョ ンに固有であ り、 UCMDB

パブリ ッ ク ク ラスモデルには存在しません。

表 6　 　 インテグレーシ ョ ンCI タイプ

CI タイプ 説明
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表 7　 　 インテグレーシ ョ ンクエ リ

クエ リ名 説明

applicationData このクエ リは、 アプリ ケーシ ョ ンCIから CI属性を収集しま

す。

applicationExtendedData このクエ リは、 アプリ ケーシ ョ ンCIからのリアルタイム拡

張情報を収集します。

applicationRelationsData このクエ リは、 次のコンポーネン ト間の関係を収集します ：

• アプリ ケーシ ョ ンとホス ト CI

• アプリ ケーシ ョ ンとネッ ト ワークコンポーネン ト CI

• 複数のアプリ ケーシ ョ ンCI

グループを通じて関係が拡張するため、 クエ リには複合関係

が含まれます。

businessServiceData このクエ リは、 ビジネスサービスCIから CI属性を収集しま

す。

businessServiceExtendedData このクエ リは、 ビジネスサービスCIからのリアルタイム拡

張情報を収集します。
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businessServiceRelationsData このクエ リは、 次のコンポーネン ト間の関係を収集します ：

• ビジネスサービス とアプリ ケーシ ョ ンCI

• ビジネスサービス とホス ト CI

• ビジネスサービス とネッ ト ワークコンポーネン ト CI

• 複数のビジネスサービス

グループを通じて関係が拡張するため、 クエ リには複合関係

が含まれます。

hostData このクエ リは、 次のホス ト CI タイプから CI属性を収集しま

す ：

• UCMDB 9.00 ： node

• UCMDB 7.52 と 8.x ： host、 host_node、 lpar、 mainframe、
nt、 terminalserver、 unix、 vax

また、 コンテナと リ ンクを経由して、 次のCI タイプから

も関連CI属性を収集します ： IP、 Interface、 Memory、
SM Host

hostExpandedData このクエ リは、 次のCI タイプから リ アルタイム拡張情報

（Asset、 Person、 WindowsService、 Printer、 InstalledSoftware、

Cpuなど） を収集します ：

• UCMDB 9.00 ： node

• UCMDB 7.52 と 8.x ： host、 host_node、 lpar、 mainframe、
nt、 terminalserver、 unix、 vax

hostRelationsData このクエ リは、 次のコンポーネン ト間の関係を収集します ：

• ホス ト と インタフェースCI

• ホス ト と IP CI

• ホス ト とネッ ト ワークコンポーネン ト CI

• 複数のホス ト CI

関係のルート ク ラスは talkです。

networkData1 このクエ リは、 次のホス ト CI タイプから CI属性を収集しま

す ： atmswitch、 marconiatmswitch、 ras、 lb、 concentrator、

netdevice、 firewall、 switch、 switchrouter、 router

また、 コンテナと リ ンクを経由して、 次のCI タイプからも

関連CI属性を収集します： Interface、 IP、 Network Component 
Extension

表 7　 　 インテグレーシ ョ ンクエ リ

クエ リ名 説明
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TQL クエリの要件

インテグレーシ ョ ンでは、ユーザが作成するカスタムTQL クエ リがフォーマッ ト条件を満たすこ とが必要で

す。 インテグレーシ ョ ンに含めるどのTQL クエ リ も これらの条件を満たす必要があ り ます ：

• CI をクエ リするには、 クエ リにRoot とい う名前の 1つのCI タイプを含める必要があ り ます。 このRoot

ノードがUCMDBが同期する メ インCIです。 その他のCIはすべて、 Root CIに含まれます。

• 関係をクエ リするには、 クエ リにRoot という名前の1つまたは複数の関係を含める必要があ り ます。

• クエ リには、 Root CI と、 Root CIに直接接続している CIのみを含める必要があ り ます。 Root CIは、 常に

TQL階層の 上位ノードです。

• TQLグラフには循環を含めるこ とはできません。

• 関係を同期するクエ リにカーディナリティがある場合、そのカーディナリティは1...*である必要があ

り ます。 カーディナリティエン ト リ を追加する場合、 エン ト リ間はOR条件で接続する必要があ り ます。

• CMDB変更アダプタでは、 複合関係はサポート されません。

• インテグレーシ ョ ンで特定CIのみを同期する場合、CI自体に条件を設定してから、TQL クエ リに同じ条

件を設定する必要があ り ます。

Service Manager Webサービス

Service Managerは、Webサービス メ ッセージを使用してUCMDBシステムから CI情報を取得して受信します。

出荷時設定のUCMDBは、Service Managerシステムが実際に管理するよ り も多くのCI属性情報を送信します。

UCMDBシステムが提供する CI属性情報の多くは参照専用です。Service Managerユーザは、CIレコードの［実

際のステータス］ タブで、 UCMDBシステムが送信する CI属性情報をすべて確認できます。

networkData2 このクエ リは、 ネッ ト ワークコンポーネン ト CIから CI属性

を収集します。

また、 コンテナと リ ンクを経由して、 次のCI タイプからも

関連CI属性を収集します ： Interface、 IP

networkRelationsData このクエ リは、 次のコンポーネン ト間の関係を収集します ：

• ネッ ト ワークコンポーネン ト とホス ト CI

• ネッ ト ワークコンポーネン ト と インタフェースCI

• ネッ ト ワークコンポーネン ト と IP CI

• 複数のネッ ト ワークコンポーネン ト CI

関係のルート ク ラスCI タイプは talkです。

printerData このクエ リは、 ネッ トプ リ ンタ CIから CI属性を収集します。

また、 コンテナと リ ンクを経由して、 次のCI タイプからも

関連CI属性を収集します ： Interface、 IP、 SM Printer

表 7　 　 インテグレーシ ョ ンクエ リ

クエ リ名 説明
54 第3章



Service Manager は、 UCMDB インテグレーシ ョ ンが使用するためのWeb サービスをい くつか公開します。

UCMDBシステムは、 Webサービスを使用して、 UCMDB CI タイプと CI属性を Service Managerシステムが認

識する Webサービスオブジェク トにマップします。  Service Managerが管理するUCMDB CI タイプやCI属性を

追加する場合、 これらのWebサービスの 1つまたは複数を更新して、 Webサービスオブジェク ト と して定義

する必要があ り ます。 Webサービスの公開の詳細については、 Service Managerヘルプを参照してください。

管理フ ィールド

Service Manager管理フ ィールド とは、 受信する UCMDB Web サービス メ ッセージ内のCI属性値と、 Service

Manager CI レコード内の値とを比較するフ ィールドのこ とです。 Webサービス メ ッセージ内の値がCI レコー

ド内の値と一致しない場合、 Service Managerは検出イベン トマネージャ （DEM） ルールを実行して、 実行す

るアクシ ョ ンを決定します。

Service Managerは、ucmdbIntegration Webサービスの管理フ ィールドの一覧を格納します。 ucmdbIntegration

Webサービスは、 次のWebサービスオブジェク トから構成されます。

DEMルールは、 Webサービスオブジェク ト と して公開され、 インテグレーシ ョ ンによ り管理されるフ ィール

ドを決定します。 管理フ ィールドの値を変更するだけで、 DEMルールがト リガされます。

次のセクシ ョ ンは、 Webサービスオブジェク ト と して公開されるフ ィールド と、 それらのフ ィールドが出荷

時設定の Service Manager システムで管理フ ィールドであるかど うかを示す一覧です。 この リ ファレンスを参

考にして、 Webサービスオブジェク ト と してフ ィールドを公開する必要があるかど うか、 また、 オブジェク

トのDEMルールを作成する必要があるかど うかを判断できます。

オブジェク ト名 ： Relationship

Service Managerは、 cirelationshipテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

表 8　 　Webサービスオブジェク ト 、 Service Managerテーブル、 およびDEMルール間のマッピング

Webサービスオブジェク ト フ ィールドの公開元の

Service Managerテーブル

使用する DEMルールID

Relationship cirelationship ucmdbRelationship

ucmdbApplication device ucmdbApplication

ucmdbBusinessService joinbizservice ucmdbBusinessService

ucmdbComputer joincomputer ucmdbComputer

ucmdbNetwork joinnetworkcomponents ucmdbNetwork

ucmdbPrinter joinofficeelectronics ucmdbPrinter

表 9　 　Relationshipオブジェク トのWebサービスと管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールドで

ある

relationship.name RelationshipName

logical.name ParentCI
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オブジェク ト名 ： ucmdbApplication

Service Managerは、 deviceテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

オブジェク ト名 ： ucmdbBusinessService

Service Managerは、 joinbizserviceテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

オブジェク ト名 ： ucmdbComputer

Service Managerは、 joincomputerテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

related.cis ChildCIs はい

relationship.type RelationshipType

relationship.subtype RelationshipSubtype

表 9　 　Relationshipオブジェク トのWebサービスと管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールドで

ある

表 10　 　 ucmdbApplicationオブジェク トのWebサービス と管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールドで

ある

ucmdb.id UCMDBId

ci.name ApplicationName はい

subtype Subtype

表 11　 　 ucmdbBusinessServiceオブジェク トのWebサービス と管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールドで

ある

ucmdb.id UCMDBId

ci.name ServiceName はい

vendor ServiceProvider はい

subtype Subtype はい

表 12　 　 ucmdbComputerオブジェク トのWebサービスと管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールド

である

ucmdb.id UCMDBId

default.gateway DefaultGateway はい

operating.system OS はい

os.version OSVersion はい

bios.id BIOSId はい
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オブジェク ト名 ： ucmdbNetwork

Service Managerは、 joinnetworkcomponentsテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

network.name DNSName はい

addlIPAddr[addlIPAddress] AddlIPAddress はい

addlIPAddr[addlSubnet] AddlSubnet はい

addlMacAddress AddlMacAddress はい

physical.mem.total PhysicalMemory はい

subtype Subtype はい

building Building はい

room Room はい

floor Floor はい

machine.name HostName はい

表 12　 　 ucmdbComputerオブジェク トのWebサービスと管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールド

である

表 13　 　 ucmdbNetworkオブジェク トのWebサービスと管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールド

である

ucmdb.id UCMDBId

default.gateway DefaultGateway はい

operating.system OS はい

os.version OSVersion はい

network.name DNSName はい

addlIPAddr[addlIPAddress] AddlIPAddress はい

addlIPAddr[addlSubnet] AddlSubnet はい

addlMacAddress AddlMacAddress はい

subtype Subtype はい

building Building はい

room Room はい

floor Floor はい
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オブジェク ト名 ： ucmdbPrinter

Service Managerは、 joinofficeelectronicsテーブルの次のフ ィールドを管理します ：

Service Manager調停ルール

Service Manager調停ルールによ り、インテグレーシ ョ ンはUCMDBシステム内のCIに一致するService Manager

システム内のCIレコードを特定できます。 Service Managerは、 UCMDBシステムからのCI属性の各プッシュ

でCIレコードを調整します。 インテグレーシ ョ ンは、次のワークフローを用いてUCMDB CIをService Manager

CI と照合します。

1 UCMDBシステムは、 Service Managerに 新のCI属性データを含むWebサービス メ ッセージを送信しま

す。

2 Service Managerは、 Webサービス メ ッセージをスキャンしてCI ucmdb.id値を取得します。

3 Service Managerは、 同じ umcdb.id値の既存のCIレコードを検索します。

4 ucmdb.id値が一致する CIが見つかった場合は、調整は必要あ り ません。Service ManagerはUCMDB CI属性

と Service Manager管理フ ィールド とを比較し、必要に応じて適切な検出イベン トマネージャ （DEM）ルー

ルを実行します。

5 ucmdb.id値が一致する CIが見つからなかった場合は、 調停ルールを実行します。

6 Service Managerは、 同じ調整フ ィールド値の既存のCIレコードを検索します。

表 14　 　 ucmdbPrinterオブジェク トのWebサービス と管理フ ィールド

Webサービスオブジェク ト と して

公開されるフ ィールド

Webサービス メ ッセージで

使用されるキャプシ ョ ン

フ ィールドは管理フ ィールド

である

ucmdb.id UCMDBId

default.gateway DefaultGateway はい

network.name DNSName はい

addlIPAddr[addlIPAddress] AddlIPAddress はい

addlIPAddr[addlSubnet] AddlSubnet はい

addlMacAddress AddlMacAddress はい

subtype Subtype はい

building Building はい

room Room はい

floor Floor はい

出荷時設定の Service Managerでは、 ユーザが値を変更できないよ うにするため、 CI レコード

フォームに ucmdb.id フ ィールドは表示されません。 フォームにこの値を追加するには、 device

テーブルで定義されている umcdb.id フ ィールドを検索します。 HPでは、 このフ ィールドを読

み取り専用フ ィールドにしておく こ とを推奨します。
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7 調整フ ィールド値が一致するCIが見つかったら、Service Managerは一致するUCMDB CIのucmdb.id値でCI

レコードを更新します。Service ManagerはUCMDB CI属性と Service Manager管理フ ィールド とを比較し、

必要に応じて適切な検出イベン トマネージャ （DEM） ルールを実行します。

8 調整フ ィールド値が一致する CIが見つからなかった場合、 Service Managerは 「一致するレコードが存在

しない場合のアクシ ョ ン」 のDEMルールを実行します。出荷時設定のDEMルールでは、Service Manager

は新規CIレコードを作成します。CIレコードの作成には、受信したUCMDB CIのucmdb.id値が使用され

ます。

パフォーマンスについて

Service Managerは各プッシュでCIの調整を試みるこ とから、調整フ ィールド数によ り インテグレーシ ョ ンの

パフォーマンスが影響を受けます。 調停ルールが多いほど、 Service ManagerがCI を照合するのに必要となる

検索が多くな り ます。 調整の検索パフォーマンスを改善するには、 基礎となる Service Manager テーブルの一

意なキーである調整フ ィールドを選択する必要があ り ます。 たとえば、 device テーブルのCI レコードを調整

する場合、 一意なキーである logical.nameフ ィールドを調整フ ィールド と して使用します。 調停ルールを作成

するには、 調停ルールの追加 （37ページ） を参照してください。

DEMルールでの依存関係

Service Managerは、CIを調整できないと きには常に「一致するレコードが存在しない場合のアクシ ョ ン」ルー

ルを使用します。 UCMDBから Service Managerに 初のCIのプッシュを行う前に、 DEM設定を確認し、 DEM

設定が会社でのビジネス基準を満たしている こ とを確認して ください。 たとえば、 ［変更のオープン］ オプ

シ ョ ンを選択するこ とで、 初のCIプッシュで各CIの変更依頼が作成されるよ うにします。

Service Manager検出イベン トマネージャルール

検出イベン トマネージャ （DEM） ルールを作成するだけで、 次のカスタムアクシ ョ ンを実行できるよ うにな

り ます。

• DEMルールが実行される条件の変更 （59ページ）

• テナン ト固有DEMルールの追加 （60ページ）

• DEMルールが行うアクシ ョ ンの変更 （61ページ）

• CI タイプの管理フ ィールド リ ス トの更新 （61ページ）

• 変更やインシデン ト レコードをオープンするカスタム JavaScriptの作成 （61ページ）

DEMルールが実行される条件の変更

Service Manager は、 条件フ ィールドが true に評価される場合にのみDEM を実行します。 出荷時設定では、

ucmdbApplication DEMルールにのみ、 ルールが実行される状況を限定する条件文があ り ます。 その他のイン

テグレーシ ョ ンDEMルールは、 デフォルトで常に実行されます。

Service Manager がDEM ルールを実行する状況を限定するには、 DEM ルールの条件文を更新し ます。

ucmdbComputer DEMルールに次の条件を追加する と、 ルールはデスク ト ップCIにのみ限定されます。

subtype in $L.file=Desktop
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条件フ ィールドを使用して、同じテーブル名に適用される複数のDEMルールを作成するこ と もできます。 た

とえば、 次のDEMルールは両方と も joincomputerテーブルに適用されます。

通常、条件を追加しなければならないのは、 ビジネスプロセスによ り インテグレーシ ョ ンで特定のCI タイプ

やSLAに異なるアクシ ョ ンが必要となる場合のみです。

テナン ト固有DEMルールの追加

マルチテナン ト UCMDB インテグレーシ ョ ンでは、 条件フ ィールドを使用するこ とによ り、 特定のテナン ト

に固有のDEMルールを作成できます。 たとえば、Service Managerに直接CIを追加したいと考えるテナン ト も

あれば、各CIについて変更をオープンしたいと考えるテナン ト もあ り ます。 次のサンプルDEMルールで、 こ

の方法を示します。 

表 15　 　異なる条件を使用して、 同じテーブルに影響を与える DEMルール

DEMルールID テーブル名 条件

ucmdbComputer joincomputer subtype in $L.file!=Desktop

ucmdbDesktop joincomputer subtype in $L.file=Desktop

表 16　 　テナン ト固有DEMルール

DEMルールID
新規CIに対する

アクシ ョ ン 条件

ucmdbComputer_advantage CIの追加 company in $L.file=advantage

ucmdbComputer_hp 変更の作成 company in $L.file=HP

各テナン ト ごとに独立したDEMルールを作成するこ とがベス トプラ クティ スです。
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DEMルールが行うアクシ ョ ンの変更

出荷時設定では、 インテグレーシ ョ ンDEMルールは次のアクシ ョ ンを実行します ：

• CIレコードの追加 （UCMDBデータが既存のService Manager CI レコードに一致しない場合）

• 変更のオープン（UCMDB CI属性データがService Manager CIレコードのCI属性データ と一致しない場合）

• CIレコードの削除 （UCMDBデータにCIが削除されたこ とが示されている場合）

ビジネスプロセスに合わせて、 インテグレーシ ョ ン DEMルールを変更できます。 たとえば、 インテグレー

シ ョ ンが予期しないデータのある非デスク ト ップUI を検出したと きには、 ucmdbComputer DEMルールを使

用して変更をオープンするよ うに設定したり、 インテグレーシ ョ ンが予期しないデータのあるデスク ト ップ

UI を検出したと きには、 ucmdbDesktop DEMルールを使用して結果をログに記録し、 レコードを更新するよ

うに設定するこ とができます。

CI タイプの管理フ ィールド リストの更新

インテグレーシ ョ ンに含める CI属性をUCMDBシステムに追加する場合は、 Service Managerにも一致する管

理フ ィールドを作成する必要があ り ます。 各管理フ ィールドには、 UCMDB システムから CI属性の更新を受

信するために、 対応する Webサービスオブジェク トの定義があ り ます。 管理フ ィールドの追加方法について

は、 インテグレーシ ョ ンへのCI属性の追加 （67ページ） と インテグレーシ ョ ンへのCI タ イプの追加 （81

ページ） を参照して ください。

変更やインシデン ト レコードをオープンするカスタム JavaScriptの作成

Service Managerが変更やインシデン ト レコードをオープンする と きは、 discoveryEvent JavaScript を使用

して、 CI名を作成したり必須フ ィールドの値を設定します。 出荷時設定では、 スク リプ トは次のデフォルト

値を使用します。

新規CIを作成するためのデフォルト値

createCIName と populateNewCI関数を更新して、 次のCIの値を設定できます。 

変更管理の検証と インテグレーシ ョ ンの変更管理の検証機能を使用する場合は、 DEMルールは 「レコード

は存在するが、予期しないデータが見つかった場合のアクシ ョ ン」 イベン トに変更のオープンオプシ ョ ンを

使用する必要があ り ます。

表 17　 　新規CIを作成するのに使用するデフォルト値

CI属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

record.logical_name システムが生成する ID番号

record.assignment AUTO

record.istatus Installed

record.os_name record.operating_systemの値
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新規変更を作成するためのデフォルト値

populateChange関数を更新して、 次の変更の値を設定できます。 

新規インシデン ト を作成するためのデフォルト値

populateIncident関数を更新して、 次のインシデン トの値を設定できます。 

表 18　 　新規変更を作成するのに使用するデフォルト値

CI属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

change.category Unplanned Change

change.reason reasonの値

change.initial_impact 3

change.severity 3

change.coordinator Change.Coordinator

change.requested_by discovery

change.status initial

表 19　 　新規インシデン ト を作成するのに使用するデフォルト値

CI属性 discoveryEventで定義されているデフォルト値

incident.category incident

incident.subcategory hardware

incident.product_type missingまたは stolen

incident.assignment Hardware

incident.initial_impact 3

incident.severity 3

incident.logical.name IDの値

incident.site_cateogry C

incident.contact_name ANALYST, INCIDENT

incident.affected_item MyDevices
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UCMDBでのインテグレーシ ョ ンコンポーネン トの表示

出荷時設定のUCMDB インス トールでは、 インテグレーシ ョ ンコンポ―ネン トはセッ ト アップ後には表示さ

れません。 これは、 インテグレーシ ョ ンコンポーネン トがク ラスモデル内で、 デフォルトのビュー表示よ り

も高い位置にあるためです。 インテグレーシ ョ ンを使用する場合は、 インテグレーシ ョ ンコンポーネン ト を

表示する必要はあ り ませんが、インテグレーシ ョ ンをカスタマイズする場合は、インテグレーシ ョ ンコンポー

ネン ト を表示する必要があ り ます。 UCMDB インタフェースにインテグレーシ ョ ンコンポーネン ト を表示す

るには、 次のタスクを実行する必要があ り ます。

タスク 1: リンクルート設定を ［link］ に変更します。

リ ンクルート設定の変更 （63ページ） を参照してください。

タスク 2: オブジェク トルート を ［data］ に変更します。

オブジェク トルート設定の変更 （64ページ） を参照してください。

リンクルート設定の変更

UCMDB 7.52 または8.xシステムを使用している場合、 インテグレーシ ョ ンコンポーネン ト を表示するにはリ

ンクルート設定を変更する必要があ り ます。

UCMDB 9.0

UCMDB 9.0では、 インテグレーシ ョ ンはプライベート リ ンク タイプは使用しなくな り ました。 インテグレー

シ ョ ン リ ンクを表示するのに変更は必要あ り ません。

UCMDB 7.52 と 8.x

出荷時設定のUCMDB 7.52および8.x インス トールでは、 リ ンクルート値は it_world_linksです。 インテグレー

シ ョ ン リ ンクはすべてSM Link ノードにあるため、it_world_links ノードからは表示されません。 インテグレー

シ ョ ン リ ンクを表示または変更するには、 リ ンクルート設定の値をク ラスモデル内のよ り高いノードに変更

する必要があ り ます。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［インフラスト ラクチャ設定マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［コンテキス トの選択］ で、 ［すべて］ オプシ ョ ンを選択します。

5 ［UCMDB 共通 - 全般設定］ セクシ ョ ンが表示されるまで下にスクロールします。

6 リ ンクルートの編集ボタンをク リ ッ ク します。 

7 リ ンクルート値を 「link」 に変更します。
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8 ［保存］ をク リ ッ ク します。

9 ログアウ ト してから UCMDBにログインし直します。

10 インテグレーシ ョ ン リ ンクを表示するには、 CI タイプマネージャを開いて、 ［Data］ > ［Link］ > ［SM

Link］ を参照します。

オブジェク トルート設定の変更

UCMDB 7.52 または8.xシステムを使用している場合、 インテグレーシ ョ ンコンポーネン ト を表示するにはリ

ンクルート設定を変更する必要があ り ます。

UCMDB 9.0

UCMDB 9.0 では、 インテグレーシ ョ ンでプラ イベート CI タ イプが使用されな くな り ました。 インテグレー

シ ョ ンCI タイプを表示するのに変更は必要あ り ません。
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UCMDB 7.52 と 8.x

出荷時設定のUCMDB 7.52および8.x インス トールでは、オブジェク トルート値は it_worldです。 インテグレー

シ ョ ンオブジェク トはすべてSM CI ノードにあるため、 it_world ノードからは表示されません。 インテグレー

シ ョ ンオブジェク ト を表示または変更するには、 オブジェク トルート設定の値をク ラスモデル内のよ り高い

ノードに変更する必要があ り ます。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブを選択します。

3 ［インフラスト ラクチャ設定マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［コンテキス トの選択］ で、 ［すべて］ オプシ ョ ンを選択します。

5 ［UCMDB 共通 - 全般設定］ セクシ ョ ンが表示されるまで下にスクロールします。

6 オブジェク トルートの編集ボタンをク リ ッ ク します。 

7 オブジェク トルート値を 「data」 に変更します。

8 ［保存］ をク リ ッ ク します。

9 ログアウ ト してから UCMDBにログインし直します。

10 インテグレーシ ョ ン CI タイプを表示するには、 CI タイプマネージャを開いて、 ［Data］ > ［Object］ >

［SM CI］ を参照します。
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カスタマイズのオプシ ョ ン

インテグレーシ ョ ンには、 次のカスタマイズオプシ ョ ンがあ り ます ：

• インテグレーシ ョ ンへのCI属性の追加 （67ページ）

• インテグレーシ ョ ンへのCI タイプの追加 （81ページ）

インテグレーシ ョ ンへのCI属性の追加

次の手順を用いて、 インテグレーシ ョ ンにCI属性を追加できます。

タスク 1: UCMDB クラスモデルにCI属性は既に存在していますか?

はい。 タスク 3に移動します。

いいえ。 タスク 2に移動します。

タスク 2: UCMDB クラスモデルにCI属性を追加します。

UCMDB ク ラスモデルへのCI属性の追加 （67ページ） を参照してください。

タスク 3: CI属性の計算を有効にします。

CI属性の計算の有効化 （70ページ） を参照して ください。

タスク 4: CI属性の ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンを有効にします。

CI属性の ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンの有効化 （71ページ） を参照して ください。

タスク 5: Webサービスオブジェク トへのCI属性のマップ

Webサービスオブジェク トへのCI属性のマップ （73ページ） を参照して ください。

タスク 6: UCMDB 9.00 とインテグレーシ ョ ンしますか?

はい。 手順7に移動します。

いいえ。 インテグレーシ ョ ンアダプタのコードベースの再ロード  （75ページ） を参照してください。

タスク 7: CI属性をサポートするWebサービスプロジェク ト を作成します。

CI属性をサポートする Webサービスプロジェク トの作成 （76ページ） を参照して ください。

タスク 8: CI属性の変更を監視するための管理フ ィールドを追加します。

CI属性をサポートするための管理フ ィールドの追加 （78ページ） を参照してください。

UCMDB クラスモデルへのCI属性の追加

インテグレーシ ョ ンク ラスモデルでは、 UCMDBシステムで利用できる CI属性のサブセッ トのみが使用され

ます。 出荷時設定では、 インテグレーシ ョ ンは、 Service Manager システムで通常管理される CI属性 （ホス ト

名やホス ト DNS名など） で構成されます。 新規UCMDB CI属性を作成する前に、 必要とするディ スカバリ

データを提供する既存のCI属性がUCMDBシステムにあるかど うかを特定する必要があ り ます。 通常は、 イ
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ンテグレーシ ョ ンに追加するディ スカバリデータを追跡している既存の属性が存在します。 たとえば、 ホス

ト CIの属性を確認する と、 インテグレーシ ョ ンに追加できる多くの属性が存在するこ とがわかり ます （イン

テグレーシ ョ ン属性で、 ［変更をモニタ］ 設定が有効である必要があ り ます）。

次の手順では、既存のCI タイプに新規CI属性を追加する方法を示します。 このシナリオはあま り現実的な状

況ではあ り ません。 通常は、 インテグレーシ ョ ンに既存のCI属性を追加します。

インテグレーシ ョ ンでは、 UCMDB ク ラスモデルにCI属性を追加するのに特別な手順は必要あ り ません。 標

準的な CI属性作成手順を用いて、 CI属性を追加できます。 CI属性の作成の詳細については、 『HP Universal

CMDB CI Attribute Customization Guide』 を参照してください。
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UCMDB クラスモデルにCI属性を追加するには ：

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリング］ タブを選択します。

3 ［CI タイプ マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［CI タイプ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 新規CI属性の追加先となる CI タイプを選択します。 例 ：

5 ［属性］ タブを選択します。

6 ［追加］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［属性の追加］ ウ ィンド ウが開きます。

7 ［属性名］ に、 新規CI属性に使用する一意の名前を入力します。 「database_owner」 などです。

8 ［表示名］ に、 インタフェースに表示する名前を入力します。 「Database Owner」 などです。

9 ［説明］ に、 新規CI属性の説明を入力します。 これはオプシ ョ ンのフ ィールドです。 「データベースを所

有するシステムユーザ」 などです。

10 UCMDB 9.00の ［スコープ］ で、 ［CMS］ を選択します。

11 ［属性タイプ］ で、 ［プ リ ミ テ ィブ］ または ［列挙 / リ ス ト ］ を選択します。 たとえば、 ［プリ ミテ ィブ］ を

選択して、 ［文字列］ を選択します。

12 ［値のサイズ］ に、 属性に格納できる 大文字数を入力します。 「300」 などです。

13 ［標準設定値］ に、その他の値が入力されない場合に使用される値を入力します。 標準設定値を空欄にし

ます。

14 ［アドバンス］ セクシ ョ ンで、 ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンを有効にします。

15 ［OK］ をク リ ッ ク して、 属性を保存します。

16 保存ボタンをク リ ッ ク して、 CI タイプに属性の変更を保存します。 

表 20　 　サンプルCI タイプへのパス

UCMDBバージ ョ ン パス

UCMDB 7.52 と 8.x ［Data］ > ［Object］ > ［IT Universe］ > ［System］ > ［Software 

Element］ > ［Database］

UCMDB 9.00 ［Managed Object］ > ［ConfigurationItem］ >

［InfrastructureElement］ > ［RunningSoftware］ > ［Database］

 名前に次の文字を含めるこ とはできません ：  / \ [ ] : | < > + = ; , ? *
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CI属性の計算の有効化

インテグレーシ ョ ンにCI属性を追加するには、CI タイプを同期する TQL クエ リから計算レイアウ ト設定を有

効にする必要があ り ます。 インテグレーシ ョ ンに追加するCI属性がどのCIタイプに含まれるのかを把握して

おく必要があ り ます。 

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリ ング］ タブをク リ ッ ク します。

3 UCMDB 9.00の場合、 ［モデリング スタジオ］ を選択します。 ［リソースタイプ］ ド ロ ップダウンボッ ク

スから ［クエリ］ を選択します。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［クエリ  マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［クエ リ ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 ［Integration］ > ［SM Sync］ をク リ ッ ク します。

5 インテグレーシ ョ ンに追加する属性がある CI タイプを管理するクエ リ を選択します。 ［hostData］ など

です。 UCMDBには、 インテグレーシ ョ ンクエ リのためのTQLが表示されます。

6 インテグレーシ ョ ンに追加する CI属性を含むノードをTQL レイアウ トから追加します。 「Root」 などで

す。

7 UCMDB 9.00の場合、 ノードを右ク リ ッ ク して ［クエリ  ノードのプロパティ ］ を選択します。 ［クエ リ

ノードのプロパティ］ ウ ィンド ウが開きます。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［情報］ ウ ィ ンド ウで ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 ［ノードのプロパ

ティ］ ウ ィンド ウが表示されます。

8 ［詳細レイアウト設定］ をク リ ッ ク します。 ［レイアウ ト設定］ ウ ィ ンド ウが開きます。

有効にする属性のリ ス ト を用意します。 これは、有効にする属性ごとに一致する XSL変換を後で作成する必

要があるためです。
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9 インテグレーシ ョ ンに含める CI属性の ［計算］ オプシ ョ ンを有効にします。 例 ：

10 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ［レイアウ ト設定］ ウ ィンド ウを閉じます。

11 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ノードのプロパティを保存します。

12 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 TQL クエ リ を保存します。 

CI属性の ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンの有効化

インテグレーシ ョ ンがCI属性値の更新を送信するには、 インテグレーシ ョ ンに含める各CIの ［変更をモニ

タ］ オプシ ョ ンを有効にする必要があ り ます。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリ ング］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［CI タイプ マネージャ］ をク リ ッ ク します。

表 21　 　サンプルのCI属性に計算を有効にする

UCMDBバージ ョ ン CI属性

UCMDB 7.52 と 8.x Host vendor

UCMDB 9.00 OsVendor
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4 ［CI タイプ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 新規CI属性の追加先となる CI タイプを選択します。 例 ：

5 ［属性］ タブを選択します。

6 インテグレーシ ョ ンに含める属性を選択します。 例 ：

7 ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［属性の編集］ ウ ィンド ウが開きます。

8 UCMDB 9.00の場合、 ［詳細］ をク リ ッ ク して ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンを有効にします。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［詳細］ セクシ ョ ンから ［変更をモニタ］ オプシ ョ ンを有効にします。

9 ［OK］ をク リ ッ ク して、 変更を確定します。

表 22　 　サンプルCI タイプへのパス

UCMDBバージ ョ ン パス

UCMDB 7.52 と 8.x ［Data］ > ［Object］ > ［IT Universe］ > ［System］ > ［Software 

Element］ > ［Database］

UCMDB 9.00 ［Managed Object］ > ［ConfigurationItem］ >

［InfrastructureElement］ > ［RunningSoftware］ > ［Database］

表 23　 　サンプルCIの変更のモニタを有効にする

UCMDBバージ ョ ン CI属性

UCMDB 9.00 Vendor

UCMDB 7.52 と 8.x Host Vendor
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10 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 TQL クエ リ を保存します。 

Webサービスオブジェク トへのCI属性のマップ

インテグレーシ ョ ンは、 アダプタを使用して、 UCMDB CI属性を Service Managerが認識する Webサービスオ

ブジェク トに変換します。 アダプタは、UCMDB TQL クエ リ を適切にフォーマッ ト されたService Manager Web

サービス メ ッセージに変換するのに使用する XSL変換ファイルを指定します。

出荷時設定では、 各インテグレーシ ョ ンクエ リに、 UCMDB の特定CI タ イプにマップされる対応XSL変換

ファ イルがあ り ます。 さ らに、 計算を有効にする属性はそれぞれ、 XSL変換ファイル内に独自のエン ト リ を

必要と します。 XSL変換エン ト リがない場合、 Service ManagerはUCMDB システムから CI属性の更新を受信

できません。

インテグレーシ ョ ンに新規属性を追加する場合、上位CI タイプのXSL変換ファイルを編集して、CI属性のエ

ン ト リ を追加する必要があ り ます。 各クエ リが管理する CI タ イプの詳細については、 インテグレーシ ョ ン

TQL クエ リ  （51ページ） を参照して ください。 適切な XSL マッピングを作成するため、 Service Manager が

Webサービス と して公開するサービス とオブジェク ト名を理解しておく必要があ り ます。 Webサービスオブ

ジェク ト と して公開するテーブルと列の詳細については、 Service Managerヘルプを参照してください。

次の手順では、 UCMDB CI属性である vendor （UCMDB 7.52 と 8.x の場合は host_vendor） を Service Manager

Webサービスオブジェク トである OSVendorにマップする方法を示します。

Webサービスオブジェク トにCI属性をマップするには ：

1 管理者アカウン トでUCMDBファ イルシステムにログインします。

2 UCMDB 9.0を使用している場合、 手順3に移動します。

UCMDB 7.52 または8.xを使用している場合、 手順7に移動します。

3 ［マネージャ］ > ［データフロー管理］ > ［アダプタ管理］ をク リ ッ ク します。

4 Service Managerアダプタに移動します。 例 ：

［ServiceManagerAdapter7-1］ > ［構成ファイル］

5 CI属性の上位CIタイプを管理するXSL変換ファイルをダブルク リ ッ ク します。 たとえば、hostData TQLク

エ リに属性を追加するには、 host_data.xsltを開きます。

6 手順9に移動します。

7 ファ イルシステムでService Deskアダプタのパスを参照します。 例 ：

C:\hp\UCMDB\UCMDBServer\j2f\fcmdb\CodeBase
\ServiceDeskAdapter

8 テキス トエディ タを使用して、 CI属性の上位CI タイプを管理する XSL変換ファイルを開きます。 たとえ

ば、 hostData TQL クエ リに属性を追加するには、 host_data.xsltを開きます。

9 インテグレーシ ョ ンがCI属性値を格納する Service Manager テーブル名を定義している要素を見つけま

す。 たとえば、 要素<file.device>はService ManagerのdeviceテーブルにCI属性を格納します。

10 テーブル命名要素 （<file.device>） 内には、各UCMDB CI属性をWebサービスオブジェク トに変換す

る方法を定義している、 次の形式の要素があ り ます ：
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<xsl:for-each select="@CI_attribute_name">

<ObjectName><xsl:value-of select="."/></ObjectName>
</xsl:for-each>

@CI_attribute_nameは、 UCMDBシステム内での属性の名前です。

ObjectNameは、 Service Managerシステムで公開される Webサービスオブジェク トの名前です。

図 1　 　host_data.xslt XSL変換ファイル内のCI属性

図 2　 　ucmdbComputer Webサービスにある一致する CI属性
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11 既存のXSL変換要素をコピーして、新しい変換エン ト リ を作成するためのテンプレート と して使用しま

す。

12 適切なテーブル命名要素内に新しいXSL変換要素を貼り付けます。 たとえば、 <file.computer>です。

13 インテグレーシ ョ ンに追加する属性に一致するよ うに、 新しい要素内で CI 属性名と Web サービスオブ

ジェク ト名を更新します。 たとえば、 インテグレーシ ョ ンに属性を追加するには、 次のXSL変換要素を

作成します。

図 3　 　host_data.xslt XSL変換ファイル内の新規属性

14 XSL変換ファイルを保存します。

インテグレーシ ョ ンアダプタのコードベースの再ロード

この説明は、 UCMDB 7.52 または 8.x システムを使用したインテグレーシ ョ ンにのみ適用されます。 UCMDB

9.00ではアダプタを手動で再ロードする必要はあ り ません。

インテグレーシ ョ ンでカスタム CI属性を使用するには、 インテグレーシ ョ ンアダプタのコードベースを再

ロードする必要があ り ます。

ServiceDeskAdapterのコードベースを再ロードするには ：

1 Web ブラウザを開いて、 次のURLにアクセスします ：

表 24　 　

UCMDBバージ ョ ン 必要なXSL要素

9.0 <xsl:for-each select="@vendor">

<OSVendor><xsl:value-of select="."/></OSVendor>
</xsl:for-each>

7.52 と 8.x <xsl:for-each select="@host_vendor">

<OSVendor><xsl:value-of select="."/></OSVendor>
</xsl:for-each>
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http://<UCMDBサーバ>:8080/jmx-console/
HtmlAdaptor?action=inspectMBean&name=Topaz%3Aservice%3
DFCmdb+Config+Services

<UCMDBサーバ>は、 UCMDBシステムの完全修飾ド メ イン名です。

2 入力が求められたら、 UCMDB管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

JMX MBean ViewのWebページが開きます。

図 4　 　 JMX MBean View

3 loadOrReloadCodebaseForAdapterId() MBeanのセクシ ョ ンまで移動します。

4 customerIDのParamValueに 「1」 と入力します。

5 adapterIdのParamValueに 「ServiceDeskAdapter」 と入力します。

6 関数の下にある ［Invoke］ ボタンをク リ ッ ク します。 成功のウ ィンド ウが開きます。

CI属性をサポートするWebサービスプロジェク トの作成

UCMDBは、Service ManagerのucmdbIntegration Webサービスを使用してCIデータを送信します。 このWebサー

ビスは、UCMDB インテグレーシ ョ ンが提供する出荷時設定のCI タイプと CI属性に一致するオブジェク ト を

公開します。 出荷時設定のWebサービスオブジェク ト とその Service Manager テーブルへのマッピングのリ ス

トについては、 管理フ ィールド  （55ページ） を参照してください。
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UCMDBシステムでインテグレーシ ョ ンにCI属性を追加する場合、Service Managerシステム上で対応Webサー

ビスオブジェク ト を作成して、 送信される CIデータを受信する必要があ り ます。 各Webサービスオブジェク

トは、 有効なService Managerテーブルと列にマップされる必要があ り ます。

次の手順では、前のセクシ ョ ンで説明したOSVendor属性のWebサービスオブジェク ト を作成する方法を示し

ます。

CI属性のWebサービスオブジェク ト を作成するには ：

1 Service Managerサーバに管理者アカウン トでログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［Web サービス］ > ［WSDL 設定］ をク リ ッ ク します。 ［外部アクセス定義］ フォー

ムが開きます。

3 ［サービス名］ に 「ucmdbIntegration」 と入力します。

4 ［検索］ をク リ ッ ク します。 ucmdbIntegration Webサービスを構成するオブジェク トのレコード リ ス トが

表示されます。

5 CI属性の追加先となる既存のWebサービスオブジェク ト を選択します。 ［ucmdbComputer］ などを選

択します。

6 ［フ ィールド］ タブをク リ ッ ク します。Webサービスオブジェク ト と して公開されるフ ィールドが表示さ

れます。

7 ［フ ィールド］ リ ス トで空欄の行を選択します。

8 ［フ ィールド］ で、 受信する CI属性値の格納先となる Service Manager列の名前を選択します。

［os.manufacturer］ などです。

9 ［キャプシ ョ ン］ に、 Service Managerが、 Webサービスオブジェク ト と してフ ィールドを公開する と きに

使用する名前を入力します。 「OSVendor」 などです。

10 ［保存］ をク リ ッ ク します。 Service Managerシステムの次回の再起動時に、 新規Webサービスオブジェク

トが利用できるよ うにな り ます。

Service Managerに、 ［名前］ フ ィールドに一覧されるテーブルに関連付けられているすべての

結合テーブルのフ ィールドが表示されます。 た とえば joincomputer には、 device テーブルと

computerテーブルのフ ィールドが表示されます。

キャプシ ョ ン名は、UCMDB上のXSL変換ファイルに一覧されているオブジェク ト名と一致す

る必要があ り ます。
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CI属性をサポートするための管理フ ィールドの追加

インテグレーシ ョ ンに追加する CI属性が、 自動化された変更管理の確認と検証プロセスを ト リガするには、

そのCI属性の管理フ ィールドを追加する必要があ り ます。 Service Manager管理フ ィールドは、 検出イベン ト

マネージャルールの構成要素です。 変更管理の確認と検証を ト リ ガするフ ィールドの リ ス ト については、

Service Manager検出イベン トマネージャルール （59ページ） を参照してください。
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インテグレーシ ョ ンに管理フ ィールドを追加するには ：

1 Service Managerサーバに管理者アカウン トでログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［Web サービス］ > ［検出イベン トマネージャルール］ をク リ ッ ク します。 レコード

を検索するためのフォームが表示されます。

3 ［検索］ をク リ ッ ク して、 すべての検出イベン トマネージャルールのリ ス ト を表示します。

4 受信する CI属性をマップしたWebサービスオブジェク ト と一致するルール IDを選択します。

［ucmdbComputer］ などです。 このWebサービスオブジェク トのルールが表示されます。

5 ［管理フ ィールド］ タブをク リ ッ ク します。変更管理の確認と検証を ト リガするフ ィールドのリ ス トが表

示されます。

6 ［管理フ ィールド］ リ ス トで空欄の行を選択します。

7 ［フ ィールド名］ で、先に選択した、受信する CI属性値の格納先となる Service Manager列のキャプシ ョ ン

名を選択します。 ［OS 製造業者］ などです。

8 受信CI属性を格納するのに使用するフ ィールドが配列構造である場合、 ［構造］ フ ィールドを使用して、

列が存在する構造体の配列の名前を選択します。 たとえば、［OS 製造業者］はプリ ミ ティブな文字フ ィー

ルドであるため、 配列構造の名前を指定する必要はあ り ません。

9 受信CI属性を格納するのに使用するフ ィールドが配列構造である場合、［インデッ クス］ フ ィールドを使

用して、構造体の配列内にある列を特定するインデッ クス番号を選択します。 たとえば、 ［OS 製造業者］

はプリ ミ ティブな文字フ ィールドであるため、 配列構造のインデッ クスを指定する必要はあ り ません。

10 ［保存］ をク リ ッ ク します。 Service Managerシステムの次回の再起動時に、 管理フ ィールドが利用できる

よ うにな り ます。

Service Managerに、 ［テーブル名］ フ ィールドに一覧されるテーブルに関連付けられているす

べての結合テーブルのフ ィールドが表示されます。 たとえば joincomputerには、deviceテーブル

と computerテーブルのフ ィールドが表示されます。
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インテグレーシ ョ ンへのCI タイプの追加

次の手順を用いて、 インテグレーシ ョ ンにCI タイプを追加できます。

タスク 1: UCMDB クラスモデルにCI タイプは既に存在していますか?

はい。 タスク 3に移動します。

いいえ。 タスク 2に移動します。

タスク 2: UCMDB クラスモデルにCI タイプを追加します。

UCMDB ク ラスモデルへのCI タイプの追加 （82ページ） を参照してください。

タスク 3: 必要に応じて、 CI タイプにCI属性を追加します。

インテグレーシ ョ ンへのCI属性の追加 （67ページ） を参照して ください。

タスク 4: TQL クエリを作成して、 CI タイプの属性を同期します。

CI タイプの属性を同期するためのTQL クエ リの作成 （85ページ） を参照してください。

タスク 5: TQL クエリ内のすべての関係に追跡修飾子が存在することを確認します。

TQL クエ リ内のすべての関係に追跡修飾子が存在するこ との確認 （89ページ） を参照してください。

タスク 6: CI タイプの属性の計算を有効にします。

CI タイプ属性の計算の有効化 （90ページ） を参照して ください。

タスク 7: CI タイプのTQLクエリをXSL変換ファイルにマップします。

CI タイプTQL クエ リのSL変換ファイルへのマップ （92ページ） を参照して ください。

タスク 8: Webサービスオブジェク トにCI タイプの属性をマップします。

CI タイプ属性のWebサービスオブジェク トへのマップ （94ページ） を参照して ください。

タスク 9: UCMDB 9.00 とインテグレーシ ョ ンしますか?

はい。 手順11に移動します。

いいえ。 ServiceDeskAdapterのコードベースの再ロード  （97ページ） を参照してください。

タスク 10: インテグレーシ ョ ン変更アダプタにCI タイプのTQLクエリを追加します。

インテグレーシ ョ ン変更アダプタへのカスタムTQL クエ リの追加 （98ページ） を参照してください。

タスク 11: インテグレーシ ョ ンレプリケーシ ョ ンジ ョ ブにCI タイプのTQL クエリを追加します。

インテグレーシ ョ ンデータプッシュ （レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブ） への カスタム TQL クエ リの追加 （99ペー

ジ） を参照して ください。

タスク 12: CI タイプをサポートするWebサービスプロジェク ト を作成します。

CI タイプをサポートする Webサービスオブジェク トの作成 （101ページ） を参照して ください。

タスク 13: CI タイプをサポートするための管理フ ィールドを追加します。

CI タイプをサポートするための管理フ ィールドの追加 （103ページ） を参照して ください。
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UCMDB クラスモデルへのCI タイプの追加

UCMDB 9.00

インテグレーシ ョ ンでは、 UCMDB 9.00のプライベート ク ラスモデルは使用しません。 新規UCMDB CI タイ

プを作成する前に、必要なCI属性を提供する既存のCI タイプがUCMDBシステムにあるかど うかを特定する

必要があ り ます。 通常は、1つまたは複数の既存のCI タイプへのリ ンクを作成するこ とで、インテグレーシ ョ

ンで使用する新しい論理CI タイプを作成します。 サンプルのCI タイプ （82ページ） を参照してください。

UCMDB 7.52 と 8.x

インテグレーシ ョ ンク ラスモデルでは、 UCMDBシステムで利用できる CI タイプのサブセッ トのみが使用さ

れます。 出荷時設定では、 インテグレーシ ョ ンは、 Service Manager システムで通常管理される CI タイプ （ホ

ス トやネッ ト ワークコンポーネン ト など） で構成されます。 新規UCMDB CI タイプを作成する前に、 必要な

CI属性を提供する既存のCI タイプがUCMDBシステムにあるかど うかを特定する必要があ り ます。 通常は、1

つまたは複数の既存のCI タイプへのリ ンクを作成するこ とで、インテグレーシ ョ ンで使用する新しい論理CI

タイプを作成します。

たとえば、 SM Host CIはHost CIにリ ンクしている論理CIです。 SM Host CIは、 Host とその下位のすべてのCI

タイプのCI属性を継承します。

サンプルのCI タイプ

次の手順では、 database とい う既存のCI タイプを基にして、 SM RDBMS という新規CI タイプを作成する方法

を示します。

インテグレーシ ョ ンでは、 UCMDB ク ラスモデルにCI タイプを追加するのに特別な手順は必要あ り ません。

標準的な CI タ イプ作成手順を用いて、 CI タ イプを追加できます。 CI タイプの作成の詳細については、 『HP

Universal CMDB CI Attribute Customization Guide』 を参照してください。
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UCMDB クラスモデルにCI タイプを追加するには ：

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリング］ タブを選択します。

3 ［CI タイプ マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［CI タイプ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 新規CI タイプに対して使用するベースのCI タイプを選択しま

す。 例 ：

5 ［新規］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［構成アイテム タイプを作成］ ウ ィ ンド ウが開きます。

6 ［名前］ に、 新規CI タイプに使用する一意の名前を入力します。 「sm_rdbms」 などです。

7 ［表示名］ に、 インタフェースに表示する名前を入力します。 「SM RDBMS」 などです。

8 ［説明］ に、 新規CI タイプの説明を入力します。 これはオプシ ョ ンのフ ィールドです。 「関係データベー

スを実行するCI」 などです。

9 ［ベースの CI タイプ］で、適切なベース CI タイプが選択されているこ とを確認します。 新規CI タイプは、

こ こで選択するベースのCI タイプの属性を継承します。 例 ：

10 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ウ ィザードには、 ベースのCI タイプのCI属性のリ ス トが表示されます。

11 新規CI タイプの必要に応じて、 CI属性を追加、 編集、 または削除します。 たとえば、 ベースのCI タイプ

から継承するデフォルトの属性をそのまま使用します。

12 ［次へ］ をク リ ッ ク します。 ウ ィザードには、 ベースのCI タイプの修飾子のリ ス トが表示されます。

13 新規CI タイプの必要に応じて、 修飾子を追加または削除します。 たとえば、 デフォルトの修飾子をその

まま使用します。

14 ［次へ］をク リ ッ クします。 ウ ィザードには、CIタイプに関連付けられたアイコンのリ ス トが表示されます。

15 このCI タイプに関連付けるアイコンを選択します。 たとえば、 デフォルトのアイコンをそのまま使用し

ます。

16 ［次へ］ をク リ ッ ク して、必要に応じてメニューアイテムのプロパティやラベル定義を追加します。 たと

えば、 ベースのCI タイプのデフォルト設定をそのまま使用します。

17 ［完了］ をク リ ッ ク して、 CI タイプを作成します。

表 25　 　サンプルCI タイプへのパス

UCMDBバージ ョ ン パス

UCMDB 9.00 ［Managed Object］ > ［ConfigurationItem］ >

［InfrastructureElement］ > ［RunningSoftware］ > ［Database］

UCMDB 7.52 と 8.x ［Data］ > ［Object］ > ［IT Universe］ > ［System］ > ［Software 

Element］ > ［Database］

 名前に次の文字を含めるこ とはできません ：  / \ [ ] : | < > + = ; , ? *

UCMDBバージ ョ ン ベースのCI タイプ

UCMDB 9.00 Database

UCMDB 7.52 と 8.x SM Host
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18 ツ リーから新規CI タイプを選択します。 ［SM RDBMS］ などです。

19 リ ンク先とする既存のCI タイプを参照して、 Ctrlキーを押しながら ク リ ッ ク し、 そのCI タイプを選択に

追加します。 例 ：  

20 選択したCI タイプのいずれかを右ク リ ッ ク して、 ［関係の追加 /削除］ をク リ ッ ク します。 ［関係］ ウ ィ

ンド ウが開きます。

21 既存のCI タイプから新規CI タイプへの関係を作成します。 例 ：

UCMDB 9.00の場合、 SQL Serverから SM RDBMSへのDB Client関係を作成します。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 Databaseから SM RDBMSへのSM Link関係を作成します。

新しい論理CI タイプに追加する属性がある既存のCI タイプを選択します。

UCMDBバージ ョ ン ベースのCI タイプ

UCMDB 9.00 SQL Server

UCMDB 7.52 と 8.x Database
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22 ［OK］ をク リ ッ ク して、 関係を作成します。

23 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 CI タイプを保存します。 

CI タイプの属性を同期するためのTQL クエリの作成

インテグレーシ ョ ンでは、 Topology Query Language （TQL） クエ リ を使用して、 CI属性値を収集して Service

Manager システムに渡します。 インテグレーシ ョ ンに追加する任意のCI タイプについて、 TQL クエ リ を作成

する必要があ り ます。 作成する TQL クエ リは、いずれも TQL クエ リの要件 （54ページ） に準拠する必要があ

り ます。

次の手順では、前のセクシ ョ ンで説明したSM RDBMS CI タイプ向けに、 rdbmsData とい う新規TQL クエ リ を

作成する方法を説明します。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリング］ タブを選択します。

3 UCMDB 9.00の場合、 ［モデリング スタジオ］ を選択します。 ［リソースタイプ］ ド ロ ップダウンボッ ク

スから ［クエリ］ を選択します。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［クエリ  マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［クエ リ ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 ［Integration］ > ［SM Sync］ をク リ ッ ク します。

5 UCMDB 9.00の場合、［新規］ボタンをク リ ッ ク して［クエリ］を選択します。 手順12を参照してください。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［新規］ をク リ ッ ク します。 

［新規クエ リの作成］ ウ ィンド ウが開きます。

6 ［名前］ に、 新規クエ リに使用する一意の名前を入力します。 名前に次の文字を含めるこ とはできませ

ん ：  / \ [ ] : | < > + = ; , ? * 「rdbmsData」 などです。

7 ［説明］ に、 新規クエ リの説明を入力します。 これはオプシ ョ ンのフ ィールドです。 「関係データベース

を実行するホストのクエリ」 などです。

8 ［クエ リ  タイプ］ で、 ［インテグレーシ ョ ン］ を選択します。 インテグレーシ ョ ンは、 このフォルダに含

まれるクエ リのCI タイプのみを同期します。

9 ［クエ リの優先度］ で、 システムがクエ リ を再実行する頻度を選択します。 たとえば、 ［中間］ を選択し

て、 デフォルトの優先度をそのまま使用します。
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10 必要に応じて、 永続的にするかど うかを切り替えます。 TQL をシステムメモリに永続的に保存する場合

は、 ［永続］ を選択します。 たとえば、 永続が無効なデフォルトのステータスをそのまま使用します。

11 ［OK］ をク リ ッ ク します。 UCMDBが ［クエ リ ］ リ ス トに新規クエリ を追加します。

12 ［CI タイプ セレクタ］から、クエ リのルート ノード となる CI タイプを探します。 このCI タイプは通常、CI

のほとんどの属性を提供する CI タイプです。 例 ：  

13 ［CI タイプ セレクタ］ からルート CI タイプをド ラ ッグして、 空の ［編集］ 表示枠にド ラ ッグします。

UCMDBにCI タイプのアイコンが表示されます。

14 CI タイプを右ク リ ッ ク して、 ［クエリ  ノードのプロパティ ］ （UCMDB 9.00） または ［編集］ （UCMDB

7.52 と 8.x） をク リ ッ ク します。 ［ノードのプロパティ］ ウ ィンド ウが表示されます。

15 要素名を 「Root」 に変更します。

16 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ノードのプロパティを保存します。

表 26　 　ルート CI タイプへのパス

UCMDBバージ ョ ン パス

UCMDB 9.00 ［Managed Object］ > ［ConfigurationItem］ >

［InfrastructureElement］ > ［RunningSoftware］ > ［Database］

UCMDB 7.52 と 8.x ［Data］ > ［Object］ > ［IT Universe］ > ［System］ > ［Software 

Element］ > ［Database］

UCMDB 7.52 と 8.x では、 DatabaseCI タ イプはよ り多くのCI属性を提供する こ とから、 SM

RDBMS CI タイプよ り も優れたルート ノード要素になり ます。
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17 ［CI タイプ セレクタ］ から、 クエ リに追加する追加CI タイプを探します。 これらのCI タイプは通常、 追

加のCI属性を提供します。 例 ： ,.

18 ［CI タイプ セレクタ］ から追加のCI タイプをド ラ ッグして、 空の ［編集］ 表示枠にド ラ ッグします。

UCMDBに追加のCI タイプのアイコンが表示されます。

19 必要に応じて、 ルート CI タイプと追加のCI タイプ間の関係を作成します。 例 ： , 

a ［Root］ を選択して、 Ctrl キーを押しながら追加のCI タイプをク リ ッ ク します。 ［SM RDBMS］ な

どです。

b 選択した項目のいずれかを右ク リ ッ ク して、 ［関係の追加］ をク リ ッ ク します。 ［関係の追加］ ウ ィ

ンド ウが開きます。

c UCMDB 9.00の場合、 ［DB Client］ を選択します。 

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［SM Link］ をク リ ッ ク します。

d 関係の名前を入力します。 「DB Client」 や 「SM Link」 などです。

e 関係がルート CI タイプから追加のCI タイプへの向きになっているこ とを確認します。 Rootから SM

RDBMS、 またはdatabaseから sm_rdbmsなどです。

f ［OK］ をク リ ッ ク して、 関係を追加します。

表 27　 　追加のクエ リ CI タイプへのパス

UCMDBバージ ョ ン パス

UCMDB 9.00 ［Managed Object］ > ［ConfigurationItem］ >

［InfrastructureElement］ > ［RunningSoftware］ > ［SM RDBMS］

UCMDB 7.52 と 8.x ［Data］ > ［Object］ > ［SM CI］ > ［SM Device］ > ［SM Host］ >

［SM RDBMS］

表 28　 　ルート クエ リ と追加クエ リ間の関係

UCMDBバージ ョ ン 関係

UCMDB 9.00 Root と SM RDBMS間の ［DB Client］

UCMDB 7.52 と 8.x Root と SM RDBMS間の ［SM Link］
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20 TQLに追加する追加のCI タイプそれぞれに、手順17から手順19を繰り返します。 たとえば、SM RDBMS

は追加のCI タイプは必要と しません。

21 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 TQL クエ リ を保存します。 
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TQL クエリ内のすべての関係に追跡修飾子が存在することの確認

作成するTQL クエ リのほとんどは、1つまたは複数のCIタイプ間クエ リから構成されます。 インテグレーシ ョ

ンで、 これら CIの履歴を追跡するため、 TQL クエ リ内の各関係にTRACK_LINK_CHANGES修飾子を追加す

る必要があ り ます。 インテグレーシ ョ ンが関係の更新を受信するよ うにするため、 TQL クエ リ内の各関係に

TRACK_LINK_CHANGES修飾子があるこ とを確認する必要があ り ます。

次の手順では、 関係にTRACK_LINK_CHANGES 修飾子があるこ とを確認する方法を示します。

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリ ング］ タブから、 ［CI タイプ マネージャ］ を選択します。

3 ［CI タイプ］ から ［関係］ を選択します。
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4 ナビゲーシ ョ ンツ リーで、 編集する関係を選択します。 例 ：

5 ［修飾子］ タブを選択します。

6 ［構成アイテム タイプ修飾子］ 列にTRACK_LINK_CHANGES修飾子が含まれるこ とを確認します。

7 関係にこの修飾子が含まれない場合、 ［修飾子］ リ ス トで ［TRACK_LINK_CHANGES］ を選択し、右矢

印をク リ ッ ク して ［構成アイテム タイプ修飾子］ セクシ ョ ンに移動します。

8 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 CI関係を保存します。 

CI タイプ属性の計算の有効化

インテグレーシ ョ ンにCI属性を追加するには、CI タイプを同期する TQL クエ リから計算レイアウ ト設定を有

効にする必要があ り ます。 インテグレーシ ョ ンに追加する各属性で計算を有効にする必要があるこ とから、

インテグレーシ ョ ンのCI タイプとそれに含まれる CI属性を理解しておく必要があ り ます。

次の手順では、前のセクシ ョ ンで説明したSM RDBMS CI タイプの属性の計算を有効にする方法を示します。

CI タイプの属性の計算を有効にするには

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［モデリ ング］ タブをク リ ッ ク します。

3 UCMDB 9.00の場合、 ［モデリング スタジオ］ を選択します。 ［リソースタイプ］ ド ロ ップダウンボッ ク

スから ［クエリ］ を選択します。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［クエリ  マネージャ］ をク リ ッ ク します。

4 ［クエ リ ］ ナビゲーシ ョ ンツ リーから、 ［Integration］ > ［SM Sync］ をク リ ッ ク します。

表 29　 　ルート クエ リ と追加クエ リ間の関係

UCMDBバージ ョ ン 関係

UCMDB 9.00 ［System Links］ > ［Parent］ > ［DB Client］

UCMDB 7.52 と 8.x ［Link］ > ［SM Link］

有効にする属性のリ ス ト を用意します。 これは、属性ごとに一致する XSL変換を作成する必要があるためで

す。
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5 インテグレーシ ョ ンに追加する属性がある CI タイプを管理するクエ リ を選択します。 ［rdbmsData］ な

どです。 UCMDBには、 インテグレーシ ョ ンクエ リのためのTQLが表示されます。

6 インテグレーシ ョ ンに追加する CI属性を含むノードをTQL レイアウ トから追加します。 「Root」 などで

す。

7 UCMDB 9.00の場合、 ノードを右ク リ ッ ク して ［クエリ  ノードのプロパティ ］ を選択します。 ［クエ リ

ノードのプロパティ］ ウ ィンド ウが開きます。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 ［情報］ ウ ィ ンド ウで ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 ［ノードのプロパ

ティ］ ウ ィンド ウが表示されます。

8 ［詳細レイアウト設定］ をク リ ッ ク します。 ［レイアウ ト設定］ ウ ィ ンド ウが開きます。

9 インテグレーシ ョ ンに含める各CI属性の ［計算］ オプシ ョ ンを有効にします。 例 ：

表 30　 　サンプルのCI属性に計算を有効にする

UCMDBバージ ョ ン CI属性

UCMDB 9.00 OsVendor

UCMDB 7.52 と 8.x Host vendor
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10 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ［レイアウ ト設定］ ウ ィンド ウを閉じます。

11 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ノードのプロパティを保存します。

12 ［保存］ ボタンをク リ ッ ク して、 TQL クエ リ を保存します。 

CI タイプ TQL クエリのSL変換ファイルへのマップ

インテグレーシ ョ ンでは、 smSyncConfFile.xml という構成ファイルを使用して、 各UCMDB TQL クエ リ

をXSL変換ファイルにマップします。 カスタムTQL クエ リ をインテグレーシ ョ ンに含めるには、各TQL クエ

リのマッピングエン ト リ を構成ファイルに追加する必要があ り ます。

次の手順では、 Service Managerの ucmdbApplication Webサービスに、 前のセクシ ョ ンで説明した TQL クエ リ

rdbmsDataをマップする方法を示します。

XSL変換ファイルにTQL クエリをマップするには

1 UCMDB 9.00の場合、 手順2に移動します。

UCMDB 7.52 と 8.xの場合、 手順4に移動します。

2 ［マネージャ］ > ［データフロー管理］ > ［アダプタ管理］ をク リ ッ ク します。

3 ［パッ ケージ］ > ［ServiceManagerAdapter7-1］ > ［構成フ ァ イル］ > ［ServiceManagerAdapter7-1/

smSyncConfFile.xml］ をク リ ッ ク します。 テキス トエディ タで構成ファイルが開きます。

手順7に移動します。

4 管理者アカウン トでUCMDBファ イルシステムにログインします。

5 ファ イルシステムでsmSyncConfFile.xmlパスを参照します。 例 ：
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C:\hp\UCMDB\UCMDBServer\j2f\fcmdb\CodeBase
\ServiceDeskAdapter

6 テキス トエディ タを使用して、 smSyncConfFile.xml構成ファイルを開きます。

7 既存のTQLマッピング要素をコピーします。 TQLマッピング要素は次の形式を使用します ：

<tql name="TQL_query" xslFile="XSL_File">

<!-- Description of mapping -->
<request type="Create" name="Create_web_service"/>
<request type="Update" name="Update_web_service"/>
<request type="Delete" name="Delete_web_service"/>

</tql>

TQL_queryは、 作成したUCMDB TQL クエ リの名前です。

XSL_Fileは、 インテグレーシ ョ ンでService Manager Webサービスオブジェク トにUCMDB属性をマップ

するのに使用される XSL変換ファイルの名前です。

Create_web_service は、 インテグレーシ ョ ンでこのTQL クエ リ から CI を作成するのに使用する Service

Manager Webサービスの名前です。

Update_web_service は、 イ ンテグレーシ ョ ンでこのTQL クエ リ のCI を更新するのに使用する Service

Manager Webサービスの名前です。

Delete_web_service は、 インテグレーシ ョ ンでこのTQL クエ リ から CI を削除するのに使用する Service

Manager Webサービスの名前です。

図 5　 　 smSynchConfFile.xmlの一部

8 インテグレーシ ョ ンに追加する各TQL クエ リのTQL マッピング要素を追加または更新します。 たとえ

ば、 次のTQLでは、 rdbmsData TQL クエ リ と rdbms_data.xsltファ イル間のマッピングが作成されます。

<tql name="rdbmsData" xslFile="rdbms_data.xslt">

<!-- this is database tql -->
<request type="Create" name="CreateucmdbApplicationRequest"/>
<request type="Update" name="UpdateucmdbApplicationRequest"/>
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<request type="Delete" name="DeleteucmdbApplicationRequest"/>
</tql>

9 構成ファイルを保存します。

CI タイプ属性のWebサービスオブジェク トへのマップ

インテグレーシ ョ ンは、 Service Desk アダプタを使用するこ とで、 UCMDB CI属性を Service Managerが認識

する Web サービスオブジェ ク ト に変換し ます。 Service Desk アダプタは、 XSL 変換フ ァ イルを使用して、

UCMDB TQL クエ リ を適切にフォーマッ ト された Service Manager Webサービス メ ッセージに変換します。 出

荷時設定では、 インテグレーシ ョ ンクエ リ ごとに対応する XSL変換ファイルがあ り ます。 さ らに、［詳細レイ

アウ ト設定］ から計算を有効にする属性はそれぞれ、XSL変換ファイル内に独自のエン ト リ を必要と します。

インテグレーシ ョ ンにCI タイプを追加する場合、 Service Desk アダプタが Service Manager Webサービスオブ

ジェク トに各CI タイプを変換する方法を定義する、 一致する XSL変換ファイルを作成する必要があ り ます。

各クエ リが管理する CI タイプの詳細については、 インテグレーシ ョ ン TQL クエ リ  （51ページ） を参照して

ください。 適切な XSLマッピングを作成するため、 Service ManagerがWebサービスと して公開するサービス

とオブジェク ト名を理解しておく必要があ り ます。 Webサービスオブジェク ト と して公開するテーブルと列

の詳細については、 Service Managerヘルプを参照して ください。

次の手順では、 前のセクシ ョ ンで説明した rdbmsData TQL クエ リのXSL変換ファイルを作成する方法を説明

します。

Webサービスオブジェク トにCI タイプをマップするには ：

1 管理者アカウン トでUCMDBファ イルシステムにログインします。

2 ファ イルシステムでService Deskアダプタのパスを参照します。 例 ：

C:\hp\UCMDB\UCMDBServer\j2f\fcmdb\CodeBase
\ServiceDeskAdapter
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3 既存のXSL変換ファイルをコピーして、新しい変換ファイルを作成するためのテンプレート と して使用

します。 たとえば、 application_data.xsltをコピーします。

4 新規変換ファイルを一意の名前に変更します。 rdbms_data.xsltなどです。

5 テキス トエディ タを使用して、 新規XSL変換ファイルを開きます。

6 CI タイプ定義要素を見つけます。 CI タイプ定義要素は次の形式を使用します ：

<xsl:template match="/CI_type_name">

@CI_type_nameは、 UCMDBシステム内でのCI タイプの名前です。

図 6　 　 application_data.xslt内のCI タイプ定義

7 インテグレーシ ョ ンに追加する CI タイプと一致するよ うにCI タイプ名を更新します。 たとえば、次のCI

タイプ定義要素を作成して、 インテグレーシ ョ ンにデータベース CI タイプを追加します。

<xsl:template match="/database">

8 必要に応じて、テーブル命名要素を追加または更新します。 デフォルトで、UCMDBはService Managerの

device テーブルにCI属性データを送信します。 deviceのいずれかの結合テーブルにCI属性を送信する場

合、<file.table_name> という フォーマッ ト を使用して、テーブル名を指定する要素を追加する必要があ り

ます。 たとえば、database CI タイプを定義する場合、追加の jointableを指定する必要はあ り ません。Service

Managerは、 database CI タイプを管理するのに独立した jointableを使用しないためです。

9 Service Manager Webサービスオブジェク トにUCMDB CI属性を変換する要素を見つけます。 CI属性変換

要素は次の形式を使用します ：

<xsl:for-each select="@CI_attribute_name">

<ObjectName><xsl:value-of select="."/></ObjectName>
</xsl:for-each>

@CI_attribute_nameは、 UCMDBシステム内での属性の名前です。

ObjectNameは、 Service Managerシステムで公開される Webサービスオブジェク トの名前です。

図 7　 　 application_data.xslt内のCI属性
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図 8　 　ucmdbApplication Webサービスにある一致する CI属性

10 インテグレーシ ョ ンに追加する各CI属性のCI属性変換要素を追加または更新します。 たとえば、database

CI タイプに次のXSL変換要素を作成します。

表 31　 　データベースCIのサンプルXSL変換要素

UCMDB属性 サンプル変換要素

application_ip <xsl:for-each select="@application_ip">

<DBIP><xsl:value-of select="."/></DBIP>

</xsl:for-each>
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図 9　 　 rdbms_data.xslt内の新規属性マッピング

11 XSL変換ファイルを保存します。

ServiceDeskAdapterのコードベースの再ロード

この説明は、 UCMDB 7.52 または 8.x システムを使用したインテグレーシ ョ ンにのみ適用されます。 UCMDB

9.00ではアダプタを手動で再ロードする必要はあ り ません。

インテグレーシ ョ ンでカスタムのTQL クエ リ と XSL変換ファイルを使用するには、ServiceDeskAdapterのコー

ドベースを再ロードする必要があ り ます。

ServiceDeskAdapterのコードベースを再ロードするには ：

1 Web ブラウザを開いて、 次のURLにアクセスします ：

database_dbtype <xsl:for-each select="@database_dbtype">

<DBType><xsl:value-of select="."/></DBType>

</xsl:for-each>

database_dbversion <xsl:for-each select="@database_dbversion">

<DBVersion><xsl:value-of select="."/></DBVersion>

</xsl:for-each>

user_label <xsl:for-each select="@user_label">

<UserLabel><xsl:value-of select="."/></UserLabel>

</xsl:for-each>

表 31　 　データベースCIのサンプルXSL変換要素

UCMDB属性 サンプル変換要素
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http://<UCMDBサーバ>:8080/jmx-console/
HtmlAdaptor?action=inspectMBean&name=Topaz%3Aservice%3
DFCmdb+Config+Services

<UCMDBサーバ>は、 UCMDBシステムの完全修飾ド メ イン名です。

2 入力が求められたら、 UCMDB管理者のユーザ名とパスワードを入力します。

JMX MBean ViewのWebページが開きます。

図 10　 　 JMX MBean View

3 loadOrReloadCodebaseForAdapterId() MBeanのセクシ ョ ンまで移動します。

4 customerIDのParamValueに 「1」 と入力します。

5 adapterIdのParamValueに 「ServiceDeskAdapter」 と入力します。

6 関数の下にある ［Invoke］ ボタンをク リ ッ ク します。 成功のウ ィンド ウが開きます。

インテグレーシ ョ ン変更アダプタへのカスタムTQL クエリの追加

インテグレーシ ョ ンでカスタムCI タイプと属性の値を更新するには、変更アダプタにカスタムTQL クエ リ を

追加する必要があ り ます。 次の手順では、 前のセクシ ョ ンで説明した rdbmsData TQL クエ リ を変更アダプタ

に追加する方法を示します。
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変更アダプタにカスタムTQL クエリを追加するには

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［データ  ス ト ア］ タブを選択します。

4 インテグレーシ ョ ンをサポートするために作成した変更アダプタを選択します。 ［cmdbChanges］ な

どです。

5 ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［データス ト ア］ プロパティ ウ ィンド ウが表示されます。

6 ［次へ］ をク リ ッ ク して、 ［アダプタによってサポート されるクエリ ］ ページに移動します。

7 カスタムTQL クエ リの ［可視］ オプシ ョ ンを有効にします。 「rdbmsData」 などです。

8 ［完了］ をク リ ッ ク して、 変更アダプタを更新します。

インテグレーシ ョ ンデータプッシュ （レプリケーシ ョ ンジ ョ ブ） への

カスタムTQL クエリの追加

インテグレーシ ョ ンでService ManagerシステムにカスタムのCI タイプと属性を送信する場合、 インテグレー

シ ョ ンデータプッシュ （レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブ） にカスタム TQL クエ リ を追加する必要があ り ます。 次の

ステップでは、 前のセクシ ョ ンで説明したカスタム rdbmsData TQL クエ リ を追加する方法を示します。

UCMDB 9.00データプッシュジ ョ ブの定義

データプッシュジ ョブ定義にカスタムTQL クエリを追加するには

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［マネージャ］ > ［データ  フロー管理］ > ［Integration Studio］ をク リ ッ ク します。

3 Service Manager インテグレーシ ョ ンポイン トの名前をク リ ッ ク します。 「SM Integration」 などです。
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4 ［データ  プッシュ］ タブを選択します。

5 変更レプリ ケーシ ョ ンジ ョブの名前をク リ ッ ク します。 「Chnages」 などです。

6 ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 

7 ［追加］ ボタン をク リ ッ ク します。

8 ［Integration］ > ［SM Sync］ > ［rdbmsData］ をク リ ッ ク します。

9 ［OK］ をク リ ッ ク して、 カスタムクエ リ を追加します。

10 クエ リの ［削除を許可］ オプシ ョ ンを選択します。

11 ［OK］ をク リ ッ ク して、 ［ジ ョブ定義の更新］ ウ ィンド ウを閉じます。

UCMDB 7.52 と 8.xのレプリケーシ ョ ンジ ョ ブ

レプリケーシ ョ ンジ ョ ブにカスタムTQL クエリを追加するには

1 管理者と してHP Universal CMDBシステムにログインします。

2 ［設定］ タブをク リ ッ ク します。

3 ［レプ リ ケーシ ョ ン ジ ョブ］ タブをク リ ッ ク します。

4 変更データス ト アと Service Managerデータス ト ア間でCI を同期するために作成したレプリ ケーシ ョ ン

ジ ョブを選択します。 ［cmdb2sm］ などです。

5 ［編集］ ボタンをク リ ッ ク します。 

［レプ リ ケーシ ョ ン ジ ョブ］ ウ ィ ンド ウが表示されます。

6 カスタムTQL クエ リの ［ターゲッ トでの削除を許可］ オプシ ョ ンを有効にします。 「rdbmsData」 など

です。
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7 ［OK］ をク リ ッ ク して、 レプ リ ケーシ ョ ンジ ョブを更新します。

CI タイプをサポートするWebサービスオブジェク トの作成

インテグレーシ ョ ンにCI タイプを追加するには、 作成したXSL変換の対象となる、 UCMDBシステムの各CI

属性に対応する Service Manager Webサービスオブジェク ト を作成する必要があ り ます。 Service Managerは、

Webサービスオブジェク ト を使用して、受信する CI属性値の格納先となる Service Managerテーブルと列を特

定します。

次の手順では、前のセクシ ョ ンで説明したSM RDBNS CI タイプをサポートするのに必要となる、Webサービ

スオブジェク ト を作成する方法について説明します。
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新規CI タイプをサポートするWebサービスオブジェク ト を作成するには

1 Service Managerサーバに管理者アカウン トでログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［Web サービス］ > ［WSDL 設定］ をク リ ッ ク します。 レコードを検索するための

フォームが表示されます。

3 ［サービス名］ に 「ucmdbIntegration」 と入力して ［検索］ をク リ ッ ク します。 インテグレーシ ョ ン

に含まれるすべてのWebサービスオブジェク トが表示されます。

4 受信する CIデータを管理するのに使用する Webサービスオブジェク ト を選択します。

［ucmdbApplication］ などです。

5 ［フ ィールド］ タブをク リ ッ ク します。

6 ［フ ィールド］ リ ス トで空欄の行を選択します。

7 ［フ ィールド］ で、 受信する CI属性データを格納するのに使用する Service Managerを選択します。

8 ［キャプシ ョ ン］ に、 XSL変換ファイルで使用したWebサービスオブジェク ト名を入力します。

たとえば、SM RDBMS CI タイプをサポートするには、次のフ ィールド値とキャプシ ョ ン値を入力します。

9 ［保存］ をク リ ッ ク します。

受信する CI属性の格納先となる Service Manager テーブルを使用する Webサービスオブジェク

ト を選択します。 たとえば、 ucmdbApplicationはService Managerの device テーブルから列を公

開します。 これは出荷時設定でRDBMS CIに 適な設定になっています。

Webサービスオブジェ ク ト名は、 XSL変換ファ イルで使用した名前と一致する必要があ り ま

す。 名前が一致しない場合、 Service ManagerはUCMDBシステムから CI更新を受信しません。

表 32　 　 SM RDBMS CI タイプのWebサービスオブジェク ト定義

フ ィールド キャプシ ョ ン

admin.urlport DBIP

addl[addl.type] DBType

product.version DBVersion

addl[addl.name] UserLabel
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10 Service Managerサーバを停止して、再起動します。 インテグレーシ ョ ンで、新規Webサービスオブジェク

トが利用できるよ うにな り ます。

CI タイプをサポートするための管理フ ィールドの追加

カスタムCI タイプが、自動化された変更管理の確認と検証プロセスを ト リガするには、そのCI タイプ内の各

CI属性の管理フ ィールドを追加する必要があ り ます。Service Manager管理フ ィールドは、検出イベン トマネー

ジャルールの構成要素です。 変更管理の確認と検証を ト リ ガするフ ィールドの リ ス ト については、 Service

Manager検出イベン トマネージャルール （59ページ） を参照してください。

次の手順では、 前のセクシ ョ ンで説明した SM RDBMS CI タイプの管理フ ィールドを追加する方法を示しま

す。

CI タイプをサポートするための管理フ ィールドを追加するには ：

1 Service Managerサーバに管理者アカウン トでログインします。

2 ［カスタマイズ］ > ［Web サービス］ > ［検出イベン トマネージャルール］ をク リ ッ ク します。 レコード

を検索するためのフォームが表示されます。

3 ［検索］ をク リ ッ ク して、 すべての検出イベン トマネージャルールのリ ス ト を表示します。

4 受信する CI属性をマップしたWebサービスオブジェク ト と一致するルール IDを選択します。

［ucmdbComputer］ などです。 このWebサービスオブジェク トのルールが表示されます。

5 ［管理フ ィールド］ タブをク リ ッ ク します。変更管理の確認と検証を ト リガするフ ィールドのリ ス トが表

示されます。

6 ［管理フ ィールド］ リ ス トで空欄の行を選択します。

7 ［フ ィールド名］ で、先に選択した、受信する CI属性値の格納先となる Service Manager列のキャプシ ョ ン

名を選択します。 ［OS 製造業者］ などです。

Service Managerに、 ［テーブル名］ フ ィールドに一覧されるテーブルに関連付けられているす

べての結合テーブルのフ ィールドが表示されます。 たとえば joincomputerには、deviceテーブル

と computerテーブルのフ ィールドが表示されます。
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8 受信CI属性を格納するのに使用するフ ィールドが配列構造である場合、 ［構造］ フ ィールドを使用して、

列が存在する構造体の配列の名前を選択します。 たとえば、［OS 製造業者］はプリ ミ ティブな文字フ ィー

ルドであるため、 配列構造の名前を指定する必要はあ り ません。

9 受信CI属性を格納するのに使用するフ ィールドが配列構造である場合、［インデッ クス］ フ ィールドを使

用して、構造体の配列内にある列を特定するインデッ クス番号を選択します。 たとえば、 ［OS 製造業者］

はプリ ミ ティブな文字フ ィールドであるため、 配列構造のインデッ クスを指定する必要はあ り ません。

10 ［保存］ をク リ ッ ク します。

11 Service Managerサーバを停止して、 再起動します。 インテグレーシ ョ ンで、 新規管理フ ィールドが利用

できるよ うにな り ます。
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